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Ｎ
Ｙ
薫
風
日
本
晴
れ

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド

沿
道
に
６
万
人

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
感
謝
と

日
本
文
化
の
紹
介
、
日
系
社
会

の
連
帯
を
目
的
に
10
日
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
ウ
エ
ス
ト
で
ジ
ャ
パ
ン
パ

レ
ー
ド
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。
今
年
で
４
回
目
と
な
る

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
参
加
団
体

１
１
０
と
昨
年
よ
り
11
団
体
増

え
２
８
０
０
人
以
上
が
行
進
す

る
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。

今
年
の
グ
ラ
ン
ド
・
マ
ー
シ
ャ

ル
に
選
ば
れ
た
ア
イ
ア
ン
シ
ェ

フ
で
知
ら
れ
る
森
本
正
治
さ
ん

が
パ
レ
ー
ド
先
頭
グ
ル
ー
プ
で

オ
ー
プ
ン
カ
ー
に
乗
り
沿
道
に

詰
め
か
け
た
約
６
万
人
の
観
衆

に
手
を
振
っ
て
応
え
た
。
前
日

の
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
で
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
た
歌
手

の
山
本
彩
さ
ん
は
「
想
像
以
上

の
規
模
で
、
さ
す
が
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
で
私
の
こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
笑
顔
で
手
を
振

っ
て
く
れ
て
と
て
も
あ
り
が
た

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」
と

パ
レ
ー
ド
の
感
想
を
語
っ
た
。

（
関
連
記
事
３
面
と
20
面
に
）

沿道の声援に応える森本氏（Photo: Masahiko Noguchi）

森
本
さ
ん
観
衆
に
笑
顔

山
本
さ
ん
Ｎ
Ｙ
に
感
激

オ
ー
プ
ン
カ
ー
の
上
か
ら
手
を
振
る
山
本
さ
ん
（Photo: M

asahiko N
oguchi

）

https://www.j-fo.com/
http://www.idocenter.com
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祝
い
事
に
登
場
す
る
魚
と
い
え
ば
「
鯛
」
を
思
い
浮
か
べ

る
人
が
多
い
だ
ろ
う
。

兵
庫
県
明
石
市
周
辺
で
水
揚
げ
さ
れ
る
「
明
石
鯛
」
は
有

名
な
鯛
の
一
つ
。

明
石
鯛
は
、
明
石
海
峡
と
い
う
場
所
の
潮
の
流
れ
や
エ
サ

と
な
る
エ
ビ
や
カ
ニ
な
ど
の
甲
殻
類
が
豊
富
に
育
つ
の
で
、

旨
味
が
強
く
な
っ
て
格
別
の
美
味
し
さ
に
な
る
そ
う
だ
。

尚
且
つ
、
早
い
潮
流
を
泳
ぐ
こ
と
か
ら
身
が
引
き
締
ま
る

と
い
う
。

ス
ケ
ッ
チ
を
し
な
が
ら
細
か
く
観
察
す
る
。

背
び
れ
を
広
げ
た
り
ウ
ロ
コ
の
形
や
数
を
数
え
た
り
す
る
。

描
い
て
い
る
と
新
鮮
さ
が
な
く
な
る
の
で
料
理
し
て
い
た

だ
く
。

後
日
、
新
し
く
買
い
求
め
る
。
作
品
に
な
る
ま
で
に
は
三

匹
の
鯛
を
観
察
す
る
。

数
日
後
、
夢
中
に
な
っ
て
下
絵
に
描
か
れ
て
い
る
ウ
ロ
コ

を
一
枚
一
枚
切
り
抜
い
て
い
く
。

切
り
上
が
る
と
染
め
た
和
紙
や
パ
ス
テ
ル
な
ど
を
使
っ
て
、

鯛
の
色
に
染
め
て
い
く
。

そ
れ
は
、
ま
る
で
料
理
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

　
　
　
　
（
く
ぼ
・
し
ゅ
う
／
切
り
絵
画
家
／
東
京
都
在
住
）

春
夏

秋
冬

FEEL JAPAN NOW

久
保
修
ワ
ー
ル
ド
２
０
２
５

明
石
鯛

　

２
０
２
３
年
の
米
国
内
で
の

販
売
開
始
か
ら
２
年
を
迎
え
た

福
島
県
産
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種

米
「
天
の
つ
ぶ
」
の
令
和
６
年

産
の
新
米
が
入
荷
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
23
日
（
金
）
か
ら
６
月

５
日
（
木
）
ま
で
、
ミ
ツ
ワ
マ

ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
・
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
店
（595 River 

Rd, Edgewater

）
に
て
、「
天

の
つ
ぶ
」
新
米
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
る
。

　
「
天
の
つ
ぶ
」
は
、
し
っ
か

り
と
し
た
硬
め
の
食
感
が
特

徴
。
冷
め
て
も
美
味
し
く
、
お

弁
当
や
炒
飯
、
寿
司
な
ど
に
も

ピ
ッ
タ
リ
な
日
本
米
。
精
米
品

だ
け
で
な
く
、
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス

も
新
米
を
使
用
し
て
製
造
し
販

売
し
て
い
る
。
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス

は
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
だ

け
で
、
ま
る
で
炊
き
立
て
ご
は

ん
の
よ
う
な
味
わ
い
を
楽
し
め

る
自
信
作
だ
。

　

24
日
（
土
）
と
25
日
（
日
）

の
２
日
間
は
試
食
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
同
イ
ベ
ン
ト
で
「
天
の

つ
ぶ
」
を
購
入
し
た
人
に
は

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
さ
れ
て

い
る
（
数
量
限
定
・
無
く
な

り
次
第
終
了
）。
天
の
つ
ぶ
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

lab2017.jp/

福
島
県
産
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
米

「
天
の
つ
ぶ
」
新
米
フ
ェ
ア

23
日
か
ら
6
月
5
日
ミ
ツ
ワ
で

　

世
界
最
大
の
芸
術
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
、英
国
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
・
フ
リ
ン
ジ
に
緒
方
篤
（
映
画
監

督
・
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
）
が
、
こ

の
夏
入
選
。
こ
れ
に
先
立
ち
、

６
月
１
日
（
日
）
午
後
８
時
30

分
か
ら
と
、
４
日
（
水
）
午
後

７
時
か
ら
、
同
じ
く
入
選
し
た

モ
ル
ド
バ
共
和
国
出
身
の
ヴ
ァ

ラ
リ
ア
・
ヴ
ル
ぺ
と
の
ス
タ
ン

ド
ア
ッ
プ
の
プ
レ
ビ
ュ
ー
公
演

が
開
催
さ
れ
る
。
会
場
は
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
に
あ
る
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
・
コ
メ
デ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ

（
西
53
丁
目
３
１
８
番
地
）
の

１
階
レ
ッ
ド
ル
ー
ム
。

　

日
本
生
ま
れ
・
海
外
育
ち
の

緒
方
は
、
映
像
作
家
、
映
画
監

督
や
俳
優
を
手
掛
け
、
さ
ま
ざ

ま
な
国
々
で
、
現
地
の
店
員
な

ど
に
人
違
い
さ
れ
る
「
国
際

版
寅
さ
ん
」
の
よ
う
な
キ
ャ

ラ
。
ネ
タ
は
日
米
の
習
慣
の
違

い
や
、
各
国
で
の
奇
想
天
外
な

人
違
い
の
珍
事
件
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
。
ま
た
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
グ
ー

グ
ル
に
務
め
て
い
た
経
歴
も
あ

る
ヴ
ル
ぺ
は
、
モ
ル
ド
バ
と
日

本
や
ア
メ
リ
カ
と
の
対
比
な

ど
、
本
人
の
出
身
国
や
性
格

を
反
映
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
視

点
の
コ
メ
デ
ィ
ー
を
披
露
す

る
。
淡
々
と
デ
ッ
ト
パ
ン
で
語

る
ヴ
ァ
ラ
リ
ア
と
、
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
で
感
情
的
な
緒
方
の
対

比
的
な
上
演
ス
タ
イ
ル
も
見
ど

こ
ろ
。
入
場
料
は
25
ド
ル
＋
2

ド
リ
ン
ク
。
チ
ケ
ッ
ト
割
引
コ

ー
ド
は
「OGATA

」。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
はhttps://www.

broadwaycomedyclub.
com/

を
参
照
す
る
。

Ｎ
Ｙ
で
英
国
エ
ジ
ン
バ
ラ
・

フ
リ
ン
ジ
の
プ
レ
ビ
ュ
ー
公
演

コメディアン・緒方篤

　

フ
ラ
ン
ス
で
国
際
的
に
権
威

の
あ
る
数
々
の
賞
を
受
賞
し
た

高
名
な
シ
ャ
ン
パ
ン
醸
造
家
の

レ
ジ
ス
・
カ
ミ
ュ
は
、
あ
る

日
、
日
本
酒
と
の
衝
撃
的
な
出

会
い
を
果
た
し
た
。
飲
み
心
地

の
良
さ
や
酒
蔵
の
杜
氏
た
ち
の

細
や
か
な
仕
事
に
感
銘
を
受
け

た「
ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ（
ブ

レ
ン
ド
）
の
神
様
」
と
し
て
知

ら
れ
る
レ
ジ
ス
は
、
伝
統
を
尊

重
し
な
が
ら
、
卓
越
し
た
日
本

の
醸
造
技
術
と
ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ

ー
ジ
ュ
の
芸
術
性
を
組
み
合
わ

せ
た
技
法
で
、
日
本
の
数
々
の

著
名
な
酒
蔵
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
実
現
さ
せ
た
。
そ
う

し
て
生
ま
れ
た
新
し
い
ブ
ラ
ン

ド
が
「
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｅ
（
ヘ
ブ
ン
サ
ケ
）」
だ
。

　

こ
の
ほ
ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

上
陸
し
た
ヘ
ブ
ン
サ
ケ
が
、
そ

の
魅
力
を
Ｎ
Ｙ
の
日
系
社
会
の

人
々
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
し

た
。
本
紙
の
特
集
２
回
目
の
今

回
は
、
ヘ
ブ
ン
サ
ケ
の
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
２
種
を
紹
介
す
る
。

　
「
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｚ
Ａ

Ｗ
Ａ
」
純
米
大
吟
醸

は
、
ヘ
ブ
ン
サ
ケ
と
新

澤
醸
造
店
の
コ
ラ
ボ
に

よ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
酒
。

複
数
の
バ
ッ
チ
を
フ
ラ

ン
ス
の
ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ

ー
ジ
ュ
技
法
で
絶
妙
に

ブ
レ
ン
ド
し
、
メ
ロ
ン

や
み
か
ん
の
香
り
、
心

地
よ
い
酸
味
と
ミ
ネ
ラ

ル
感
、
熟
し
た
果
実
の

味
わ
い
が
特
徴
。
う
に

や
キ
ャ
ビ
ア
な
ど
高
級

食
材
と
の
相
性
も
抜
群

だ
。

　
「
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｅ　

Ｎ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ　

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｇ
Ｅ
」は
、

「
酒
の
神
様
」
の
異
名
を

も
つ
農
口
尚
彦
氏
と
仏
ワ

イ
ン
界
の
巨
匠
レ
ジ
ス
・

カ
ミ
ュ
の
共
作
に
よ
る
プ

レ
ミ
ア
ム
酒
。
農
口
氏
秘

蔵
の
未
発
表
酒
か
ら
造
ら

れ
、
黄
桃
や
マ
ン
ゴ
ー
、

ア
カ
シ
ア
蜂
蜜
、
キ
ウ
イ

な
ど
の
華
や
か
な
香
り
と

複
雑
な
味
わ
い
が
特
徴
。

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
は
18
・

５
％
。
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
で

冷
や
し
て
楽
し
む
の
が
最

適
だ
。

絶
妙
な
ブ
レ
ン
ド
で
心
地
よ
い

酸
味
と
熟
し
た
果
実
の
味
わ
い
を
生
む

酒
の
神
様
と
ワ
イ
ン
の
巨
匠
の

出
会
い
が
生
み
出
し
た
最
高
傑
作

日本の卓越した醸造技術と
フランスの芸術性の融合

heavensake.com

ＨＥＡＶＥＮＳＡＫＥ
ＮＩＩＺＡＷＡ

ＨＥＡＶＥＮＳＡＫＥ
ＮＯＧＵＣＨＩ ＰＲＥＳＴＩＧＥ

https://www.lab2017.jp/
https://www.broadwaycomedyclub.com/
https://www.heavensake.com/
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開
会
式
で
僧
太
鼓
が
鳴
り
響

き
、
午
後
１
時
に
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト
81
丁
目
か
ら

パ
レ
ー
ド
が
ス
タ
ー
ト
、
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
騎
馬
警
官
と
音
楽
隊
に
続

き
、
日
米
の
大
国
旗
が
参
加
者

の
手
で
動
き
始
め
る
。
日
本
人

が
多
い
ハ
リ
ソ
ン
の
消
防
車
も

出
動
。
退
役
軍
人
を
代
表
し
て

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
日
系
米
兵
と

し
て
出
征
し
た
古
本
武
司
さ
ん

が
行
進
す
る
。
女
性
太
鼓
ダ
ン

ス
鼓
舞
、
奄
美
大
島
の
踊
り
の

中
に
は
女
子
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ

王
者
の
吉
田
実
代
の
姿
も
。
バ

ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
、
ア
ニ
メ
Ｎ
Ｙ

Ｃ
な
ど
現
代
日
本
文
化
も
に
ぎ

や
か
に
行
進
、
こ
の
夏
訪
日
す

る
ヤ
ン
グ
・
ピ
ー
プ
ル
ズ
コ
ー

ラ
ス
が
美
し
い
歌
声
を
披
露
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
佐

藤
貢
司
氏
の
後
に
は
Ｎ
Ｙ
日
系

人
会
が
続
き
、
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
ジ
ャ
パ
ン
・

コ
ー
ラ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
大
人

気
の
よ
さ
こ
い
ダ
ン
ス
、
落
語

家
の
桂
三
輝
ら
噺
家
チ
ー
ム
、

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ハ
ー
レ
ム
・

ゴ
ス
ペ
ル
コ
ー
ラ
ス
が
合
唱
、

Ｎ
Ｙ
日
本
人
美
術
家
協
会
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
ら
も
歩
き
、
今
年

20
周
年
を
迎
え
る
ハ
リ
ヤ
マ
バ

レ
エ
が
フ
ロ
ー
ト
で
バ
レ
エ
を

披
露
、
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
フ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
は
阿
波
踊
り
、

民
舞
座
は
カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
、

Ｎ
Ｙ
着
物
ア
カ
デ
ミ
ー
と
京
都

倶
楽
部
は
美
し
い
着
物
姿
で
沿

道
を
魅
了
、
伊
藤
さ
ち
よ
舞
踊

団
、
誠
道
空
手
が
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ケ
バ
ナ
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
手
を
振

り
、
参
加
１
２
０
人
の
最
大
陣

容
で
行
進
の
セ
イ
・
ト
モ
コ
・

ヘ
ア
サ
ロ
ン
が
沿
道
の
声
援
に

応
え
た
。当
日
は
１
１
０
団
体
、

２
８
０
０
人
以
上
が
参
加
す
る

過
去
最
大
の
規
模
と
な
っ
た
。

１
１
０
団
体
が
参
加

２
８
０
０
人
が
行
進

　

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
を
運
営

す
る
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
イ
ン
ク
の

岡
本
慎
一
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
兼
チ

ェ
ア
マ
ン
（
日
本
生
命
保
険
相

互
会
社
常
務
執
行
役
員
）は「
こ

の
一
か
月
間
ず
っ
と
今
日
の
天

気
を
見
て
い
た
が
、
今
日
は
、

ま
さ
に
Ｎ
Ｙ
の
日
本
晴
れ
に
な

っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
年
々

参
加
団
体
も
増
え
て
規
模
も
大

き
く
な
り
、
ア
メ
リ
カ
人
の
友

人
も
日
本
を
尊
敬
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
を
日
々
感
じ
、
ビ
ジ

ネ
ス
だ
け
で
な
く
日
本
企
業
の

良
さ
を
こ
う
い
う
形
で
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
嬉

し
い
」
と
話
し
た
。
岡
本
氏
は

開
会
式
展
に
出
席
し
た
エ
リ
ッ

ク
・
ア
ダ
ム
ス
市
長
か
ら
市
の

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
パ
レ
ー
ド
し
た
佐
藤
貢

司
氏
（
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
会
長
）

は
「
日
本
食
や
ア
ニ
メ
な
ど
ア

メ
リ
カ
社
会
に
浸
透
し
て
い
る

日
本
が
、
こ
う
い
う
パ
レ
ー
ド

を
通
し
て
も
っ
と
も
っ
と
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
良
い
と
思

う
。
23
日
に
は
シ
テ
ィ
フ
ィ
ー

ル
ド
で
ジ
ャ
パ
ン
・
ヘ
リ
テ
ー

ジ
・
ナ
イ
ト
も
あ
り
、
日
本
人

選
手
が
４
人
出
る
。
日
本
人
対

決
に
な
れ
ば
最
高
の
試
合
に
な

る
の
で
日
本
を
ま
す
ま
す
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

　

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
の
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
を
務
め
る
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
吉
井
久
美

子
事
務
局
長
は
、
進
撃
の
巨
人

ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
パ
レ
ー

ド
１
１
０
組
中
１
０
９
番
と
最

後
の
目
玉
に
し
た
の
は
「
大
勢

の
皆
さ
ん
に
パ
レ
ー
ド
を
見
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
配
慮
し

た
」
と
語
っ
た
。

　

当
日
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

人
学
校
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

日
本
人
学
校
、
育
英
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
、
あ
お

ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園
、
慶
應

義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院
な
ど
日
本
人
教

育
機
関
の
児
童
生
徒
も
パ
レ
ー

ド
し
た
。
補
習
授
業
校
に
通
う

子
ど
も
た
ち
も
放
課
後
に
駆
け

つ
け
て
お
目
当
て
の
進
撃
の
巨

人
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

だ
。
ア
メ
リ
カ
人
見
物
客
か
ら

は
「
日
本
文
化
が
こ
ん
な
に
多

様
性
に
富
ん
だ
豊
か
な
カ
ル
チ

ャ
ー
な
の
に
驚
い
た
」「
伝
統

的
な
も
の
か
ら
現
代
的
な
色
々

な
踊
り
が
あ
っ
て
楽
し
め
た
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

     （
１
面
、20
面
に
関
連
記
事
）

ジャパンパレード
日本文化多彩に紹介

　

エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス
（
大

野
拓
朗
）「
昨
年
10
月
の
Ｎ
Ｙ

公
演
で
は
進
撃
の
巨
人
が
大
好

き
な
人
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
見

に
来
て
く
れ
た
わ
け
で
す
が
、

今
回
は
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
文
化

の
何
か
に
興
味
を
持
っ
た
人
た

ち
の
前
で
日
本
の
ア
ニ
メ
文
化

を
代
表
し
て
伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
す
ご
く
光
栄
で
す
。

２
０
１
９
年
に
語
学
留
学
し
て

い
た
こ
と
が
あ
り
、
以
来
チ
キ

ン
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ス
が
大
好
き

に
な
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

リ
ヴ
ァ
イ
（
松
田
凌
）「
自

分
に
と
っ
て
も
人
生
に
お
い
て

忘
れ
ら
れ
な
い
一
日
に
な
る
の

か
な
と
思
う
。
進
撃
の
巨
人
と

い
う
世
界
を
通
し
て
我
々
の
自

由
の
翼
を
Ｎ
Ｙ
で
日
本
の
文
化

が
持
つ
可
能
性
を
熱
狂
的
に
迎

え
て
く
れ
た
。
誰
か
の
光
に
な

れ
た
ら
素
晴
ら
し
い
。
前
回
見

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
自
由

の
女
神
を
今
回
夕
日
の
中
で
見

る
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
た
」

　

ハ
ン
ジ
・
ゾ
エ
（
立
道
梨
緒

奈
）「
歓
声
と
物
凄
く
喜
ん
で

く
れ
る
の
が
伝
わ
っ
た
。
い
ろ

ん
な
日
本
の
文
化
に
触
れ
る
機

会
が
な
い
の
で
、
改
め
て
こ
ん

な
に
素
敵
な
文
化
が
日
本
に
あ

る
ん
だ
な
と
思
っ
た
。
進
撃
の

巨
人
と
い
う
偉
大
な
作
品
を
背

負
っ
て
こ
う
い
う
素
敵
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
で
き
て
す
ご
く
嬉

し
い
一
日
に
な
っ
た
。
胸
ア
ツ

で
し
た
。
Ｎ
Ｙ
は
進
化
し
続
け

る
街
と
い
う
印
象
だ
」。
そ
し

て
４
人
の
剣
士
、
下
尾
浩
章
、

橋
渡
竜
馬
、
松
本
ユ
キ
子
、
加

藤
貴
彦
が
演
舞
し
た
。

進
撃
の
巨
人
談
話

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

Photo: MASAKI HORI

岡本チェアマン佐藤コミュニティーリーダー

阿波踊り（ジャパン・パフォーミングアーツ）写真・植山慎太郎

https://sobaya.square.site/v
https://japanvillage.com/
tel:2122136069
https://www.myhappytummyclub.com/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/abroad.html
https://www.samuraimama.com/
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コロンビア大学が
１８０人解雇

連邦助成金取り消しで

（
９
）

　

こ
の
連
載
は
、
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
人
を
読
者
対
象
と

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
日
本
文

化
や
マ
ナ
ー
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

日
本
に
関
す
る
話
題
な
ど
を
簡

単
な
日
本
語
で
毎
月
第
３
週
号

に
掲
載
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人

の
友
人
な
ど
に
ご
案
内
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
漢
字
を
ま
だ
習
っ

て
い
な
い
お
子
様
に
と
っ
て
も

社
会
を
知
り
、
漢
字
に
接
す
る

よ
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

日に
ほ
ん本
で
は
、
家い
え
に
入は
い
る

前ま
えに
玄げ
ん
か
ん関で
靴く
つ
を
脱ぬ
ぎ
ま

す
。
靴く
つ
の
ま
ま
家い
え
に
入は
い
る

の
は
、
よ
く
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
脱ぬ
い
だ
靴く
つ
は

左さ
ゆ
う右
を
そ
ろ
え
、
つ
ま
先さ
き

を
外そ
と
に
向む
け
て
置お
き
ま
し

ょ
う
。

　

玄げ
ん
か
ん関
は
「
外そ
と
」
と

「
中な
か
」
を
分わ

け
る
特と
く
べ
つ別
な

場ば
し
よ所

で
す
。
日に

ほ
ん本

で
は
、

畳た
た
みや
布ふ
と
ん団
を
清せ
い
け
つ潔
に
使つ
か

う
た
め
、
外そ
と
の
汚よ
ご
れ
を
家い
え

の
中な
か
に
持も
ち
込こ
ま
な
い
こ

と
が
大た
い
せ
つ切に
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
学が
っ
こ
う校や
旅り
ょ
か
ん館な

ど
で
も
靴く
つ
を
脱ぬ
ぐ
習
し
ゅ
う
か
ん
慣
が

あ
り
ま
す
。
ス
リ
ッ
パ
や

上う
わば
き
に
履は
き
か
え
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
脱ぬ
い
だ

靴
の
マ
ナ
ー
を
学
ぼ
う

勝か

っ
て
兜か
ぶ
との
緒お

を
締し

め
よ

・玄関（げんかん）: entrance area (separates 
outside and inside in Japanese homes)
・つま先（つまさき）: tip / front (of the shoe)
・畳（たたみ）: tatami mat (traditional Japanese 
fl ooring)
・布団（ふとん）: futon (traditional Japanese 
bedding)
・上ばき（うわばき）: indoor shoes (often used 
in schools)

　

成せ
い
こ
う功し
た
後あ
と
で
も
、
気き

を
ゆ
る
め
て
は
い
け
な
い

と
い
う
戒
い
ま
しめ
で
す
。
兜
か
ぶ
と

は
戦た
た
い
の
と
き
に
武ぶ
し士
が

頭あ
た
まに
か
ぶ
る
防ぼ
う
ぐ具
で
、

そ
の
兜
か
ぶ
とを
顎あ
ご
で
止と
め
る
た

め
の
ひ
も
を
「
緒お

」
と

い
い
ま
す
。
も
と
も
と

は
「
兜
か
ぶ
とを
か
ぶ
る
」
と

は
、
戦
せ
ん
と
う
じ
ゅ
ん
び

闘
準
備
に
入は
い
る

こ
と
で
し
た
。
戦
た
た
かい
に
勝か

っ
て
油ゆ
だ
ん断
し
て
い
る
と
敵て
き

の
反は
ん
げ
き撃が
あ
っ
て
、「
兜
か
ぶ
と

を
脱ぬ

ぐ
（
降こ
う
さ
ん参
す
る
の

意い
み味
）」
こ
と
に
な
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
気き
を
引ひ

き
締し

め
よ
と
い
う
こ
と
。

な
お
、
兜
か
ぶ
とは
防ぼ
う
ぐ具
だ
け
で

な
く
武ぶ
い威
を
示
し
て
お

り
、
鍬く
わ
が
た形、
獅し
し子
、
龍
り
ゅ
う、

角つ
のな
ど
の
装
そ
う
し
ょ
く
飾
が
施
ほ
ど
こさ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
春
の
大
型
連
休
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
の

５
月
７
日
に
、
海
外
有
権
者
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
初
の
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
が
開
か
れ
た
。
参
加
者

は
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ

タ
リ
ア
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
は
Ｎ
Ｙ
、
Ｌ
Ａ

日
本
な
ど
か
ら
10
人
が
参
加
し

た
。
海
外
有
権
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
は
６
日
、

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
今
年
３
月
に
発
表
し
た
同
大

学
に
対
す
る
４
億
ド
ル
の
連
邦

助
成
金
取
り
消
し
の
措
置
と
し

て
、
職
員
約
１
８
０
人
を
解
雇

す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
同
大

学
は
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
な
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
ユ
ダ
ヤ
系
学

生
を
守
る
こ
と
を
怠
っ
た
」
と

発
言
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
は

３
月
初
頭
「
司
法
省
、
保
健
福

祉
省
、
教
育
省
、
一
般
調
達
局

か
ら
４
億
ド
ル
の
連
邦
助
成
金

を
取
り
消
す
知
ら
せ
が
あ
っ

た
」
と
伝
え
た
。
そ
の
後
同
大

学
は
、
身
分
を
隠
す
た
め
の
マ

ス
ク
着
用
の
禁
止
、
必
要
に
応

じ
て
生
徒
を
拘
束
す
る
36
人
の

警
官
を
校
内
に
配
置
、
中
東
・

東
南
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究

時と
きに
恥は
ず
か
し
く
な
い
よ

う
に
靴く
つ
し
た下を
き
れ
い
に
し

て
お
く
の
も
マ
ナ
ー
の
ひ

と
つ
で
す
。（
マ
ナ
ー
講

師
・
長
久
保
美
奈
）

学
部
、
パ
レ
ス
チ
ナ
研
究
セ
ン

タ
ー
を
監
視
す
る
広
範
な
権
限

を
持
つ
副
総
長
の
任
命
に
合
意

し
た
。

　

職
員
解
雇
に
つ
い
て
ク
レ

ア
・
シ
ッ
プ
マ
ン
学
長
代
行
は

「
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
進
め
ら

れ
る
な
か
非
常
に
難
し
い
決
断

で
は
あ
る
が
、
連
邦
助
成
金
で

雇
用
し
て
い
た
20
％
に
当
た
る

約
１
８
０
人
の
職
員
が
雇
用
契

約
の
更
新
不
可
ま
た
は
終
了
の

通
知
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
」

と
し
「
今
後
、
財
務
柔
軟
性
の

維
持
に
取
り
組
み
続
け
、
前
進

す
る
た
め
の
分
野
に
投
資
す
る

必
要
が
あ
る
。
す
べ
て
の
高
等

教
育
に
お
い
て
非
常
に
厳
し
い

時
期
で
あ
り
、
途
方
も
な
い
不

明
確
な
状
況
の
な
か
時
に
不
完

全
で
あ
っ
て
も
、
正
確
さ
を
持

っ
て
進
む
こ
と
に
努
め
て
い

く
」
と
声
明
で
伝
え
て
い
る
。

投票率 2％の　在外選挙

《言葉の意味（ことばのいみ）》

文
と
イ
ラ
ス
ト　

平
田
恵
子

ク
と
は
、
日
本
国
籍
を
有
す
る

海
外
在
住
者
や
日
系
人
の
有
権

者
が
「
在
外
投
票
の
普
及
」
の

為
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん

で
、
在
外
投
票
の
投
票
率
向
上

の
た
め
に
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
る
会
で
あ
る
。

 　
私
は
１
９
８
１
年
に
渡
米

し
た
が
、
海
外
に
住
ん
で
み
て

「
日
本
国
内
か
ら
見
る
日
本
」

と
「
海
外
か
ら
見
え
る
日
本
」

が
違
っ
て
見
え
る
こ
と
に
驚
い

た
。
国
土
を
比
べ
る
と
、
日
本

は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
も
及

ば
な
い
。天
然
資
源
は
少
な
く
、

生
き
て
行
く
に
は
貿
易
に
頼
る

し
か
な
い
。
母
国
の
繁
栄
を
祈

る
気
持
ち
は
、
国
内
の
日
本
人

よ
り
も
強
い
。
日
本
の
存
続
に

は
、
世
界
中
が
平
和
で
自
由
に

交
易
が
出
来
る
「
自
由
貿
易
」

が
続
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ

る
。

 　
そ
の
意
味
で
、
海
外
か
ら

の
視
点
を
日
本
の
国
政
に
反
映

す
る
に
は
、
国
会
議
員
の
選
挙

を
通
じ
て
海
外
有
権
者
の
意
思

を
表
す
こ
と
の
で
き
る
「
在
外

投
票
の
実
現
」が
望
ま
れ
る
と
、

１
９
９
５
年
か
ら
「
海
外
か
ら

一
票
を
！
」
と
い
う
運
動
が
始

ま
り
、
２
０
０
５
年
に
最
高
裁

で
の
勝
訴
に
よ
っ
て
在
外
投
票

制
度
が
実
現
し
た
。
と
こ
ろ
が

投
票
率
は
な
か
な
か
上
が
ら
な

び
レ
ジ
」
の
簡
易
登
録
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
引
き
続
き
同

館
か
ら
の
領
事
メ
ー
ル
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
サ
ー
ビ

ス
終
了
に
伴
う
、
安
全
情
報

（
領
事
メ
ー
ル
）
等
の
新
た
な

受
信
方
法
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

利
用
者
情
報
削
除（
配
信
停
止
）

手
続
き
等
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://www.ny.us.

emb-japan.go.jp/itpr_ja/
News_050825.html

を
参

照
す
る
。

・履きかえる（はき）: to change into (indoor 
shoes or slippers)
・靴下（くつした）: socks
・兜の緒 ( かぶとのお）　helmet strings　
・戒め（いましめ）　a good lesson
・武威を示す（ぶいをしめす）　show military 
might　
・「勝って兜の緒を絞めよ」と同じ意味の英語
のことわざ　Don’t halloo till you are out of 
the woods.

い
。
制
度
が
海
外
の
実
態
に
沿

っ
て
な
い
の
が
主
要
な
原
因
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
２
０
１
０
年

に
「
在
外
投
票
を
推
進
す
る
議

員
連
盟
」
が
結
成
さ
れ
、
様
々

な
働
き
か
け
で
少
し
ず
つ
改
善

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
投
票
率

は
２
％
前
後
と
低
迷
し
て
い

る
。

　

こ
れ
で
は
「
海
外
か
ら
の
視

点
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
」
と

い
う
目
標
は
達
成
さ
れ
な
い
。

さ
て
、
ど
う
す
る
か
と
海
外
有

権
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
今
年
の

活
動
目
標
を
具
体
化
し
て
、
意

見
交
換
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を

開
い
た
の
で
あ
る
。

 　
７
月
に
は
参
院
選
が
行
わ

れ
る
。
世
界
の
仲
間
が
意
見
交

換
し
、
現
地
情
報
や
問
題
点
・

改
善
点
な
ど
を
出
し
合
っ
て
現

地
公
館
や
日
系
メ
デ
ィ
ア
に
協

力
を
求
め
、
議
連
を
通
じ
て
総

務
省
や
外
務
省
に
働
き
か
け
る

と
い
う
の
が
今
回
の
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
の
目
的
で
あ
る
。
当
面

は
「
在
外
投
票
の
ネ
ッ
ト
投
票

制
の
実
現
」
が
目
標
で
あ
る
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
海
外
有

権
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の

「
模
擬
投
票
の
実
施
」
も
話
題

に
上
っ
た
。
日
本
の
実
証
実
験

で
実
績
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
構
築

会
社
の
支
援
も
受
け
ら
れ
そ
う

だ
。
今
後
、
年
に
数
回
の
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
を
開
き
更
に
知
恵

を
出
し
合
お
う
と
盛
り
上
が
っ

た
。
具
体
的
な
行
動
目
標
が
明

ら
か
に
な
り
、
推
進
力
が
加
速

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
海
外
有
権
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

日
本
代
表　

若
尾
龍
彦
）

〈 

寄　

稿 

〉

　

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
は
９
日
、
メ

ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配
信
サ
ー
ビ
ス

の
終
了
を
発
表
し
た
。
同
サ
ー

ビ
ス
は
こ
れ
ま
で
、
広
報
文
化

や
在
外
公
館
の
活
動
の
広
報
に

係
る
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
し
て
き
た
が
、
近
年
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
在
外
公
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
等
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
発

展
に
伴
い
、
同
情
報
の
発
信
を

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
が
担
う
必
要

性
が
低
下
し
た
た
め
、
外
務
本

省
の
方
針
と
し
て
終
了
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。　

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
通
じ
て

同
館
か
ら
の
領
事
メ
ー
ル
を
受

信
し
て
い
た
人
（
例
：
同
館
管

轄
地
域
に
居
住
し
て
い
な
い
人

や
渡
航
予
定
の
な
い
人
で
同
館

か
ら
の
メ
ー
ル
配
信
を
希
望
し

て
い
た
人
）
に
つ
い
て
は
、「
た

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

配
信
サ
ー
ビ
ス
終
了

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/News_050825.html
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投票率 2％の　在外選挙

　

日
本
時
間
5
月
7
日
夜
、
海

外
有
権
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
が
開
催
さ
れ
、

日
本
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
参
加
が

あ
っ
た
。

　

若
尾
氏
（
日
本
）：
今
回
は

初
め
て
の
在
外
日
本
人
の
オ
ン

ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
時

間
を
合
わ
せ
る
の
は
難
し
く
参

加
で
き
な
い
方
も
い
た
が
、
世

界
の
在
外
日
本
人
が
意
見
を
交

わ
す
場
は
大
変
有
意
義
で
あ

る
。
ま
た
4
月
に
「
在
外
投
票

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
、
ネ
ッ

ト
模
擬
投
票
の
シ
ス
テ
ム
の
提

供
に
賛
同
し
て
い
る
。
在
外
日

本
人
は
２
０
１
５
年
よ
り
以
前

に
出
国
し
た
人
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
取
得
で
き
な
い

と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
以
外
で

も
本
人
確
認
で
き
る
よ
う
に
対

応
す
る
。
パ
ス
ポ
ー
ト
で
の
本

人
確
認
は
可
能
だ
が
、
在
住
者

カ
ー
ド
な
ど
の
様
々
な
身
分
証

明
書
で
も
広
く
有
効
に
で
き
る

シ
ス
テ
ム
は
可
能
。

　

ピ
レ
ー
氏
（
フ
ラ
ン
ス
）：

長
年
に
渡
り
、
日
本
で
の
多
重

国
籍
を
認
め
る
よ
う
国
籍
法
改

正
を
訴
え
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス

ニューヨーク歴史研究会通信
■ 第112回例会/令和7年５月例会  
開催日： 令和7年5月29日（木曜日）
会　場： 日系人会ホール（49 West 45th 
Street, 5th Floor, New York, NY 10036）
演　題： 北方領土問題が問う国家の意味
開　場： 17:45 (軽飲食あり）
時　間： 18:15 ～20：30（途中休憩を含む）
講　師： 高崎康裕（会長）
会　費： 一般会費30ドル（会員20ドル）
初回参加無料
参加申込： Eメール 
rekishikenkyuny@gmail.com 研究会事務局 

　昭和20年8月9日未明、ソ連軍は日ソ中立条約
を破り満州国に侵攻した。ソ連の侵攻は日本が
降伏を宣言した後も続き、8月18日には千島列
島最北の占守島を攻撃し、28日には択捉島、降
伏文書調印前日の9月1日には国後、色丹両島を
占領した。
　日本が独立を回復したサンフランシスコ講和
条約で、日本は「千島列島の放棄」を受け容れ
たが、北方四島は日本固有の領土であり、放棄
した千島列島には含まれないとして、ソ連及び
ロシアに対しその返還を要求し続けてきた。
　今月は、戦後80年間解決をみない「北方領土
問題」の背景と、返還交渉の経緯及び意義を考
える。

ニューヨーク歴史研究会 
since 2011
Historical Studies Group New York Inc.
http://www.nyrekishikenkyu.org/ 

　

喜
怒
哀
楽
な
ど
の
人
間
感
情

の
中
で
最
も
強
い
も
の
は
何

か
？　

そ
の
一
つ
は
間
違
い
な

く
報
復
感
情
で
し
ょ
う
。
仕
返

し
、
復
讐
、
や
ら
れ
た
ら
や
り

返
せ
、
目
に
は
目
を
…
…
カ
ッ

と
な
る
負
の
感
情
の
強
さ
は
、

愛
の
よ
う
な
正
の
感
情
の
よ
う

に
長
持
ち
は
し
な
い
の
で
、
負

の
感
情
を
燃
や
し
続
け
さ
せ
る

に
は
次
か
ら
次
へ
と
油
を
注
ぐ

必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら

く
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
強
さ
は

こ
の
負
の
感
情
の
強
さ
な
の
で

し
ょ
う
。「
報
復
」
が
二
期
目

の
彼
の
新
た
な
原
動
力
の
一
つ

で
す
。

　

そ
ん
な
典
型
が
、
彼
の
弾
劾

や
訴
追
に
関
わ
っ
た
敵
対
者
へ

の
攻
撃
で
す
。
彼
は
こ
れ
ま
で

91
件
も
の
刑
事
訴
追
を
受
け
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
「
自
分
へ
の

政
治
的
迫
害
」
と
位
置
付
け
、

訴
追
に
関
係
し
た
司
法
省
の
検

察
官
や
民
間
の
法
律
事
務
所
の

全
て
を
標
的
に
解
雇
や
経
済

的
・
法
的
締
め
付
け
を
進
め
て

い
ま
す
。
特
に
連
邦
議
会
襲
撃

事
件
や
選
挙
不
正
疑
惑
に
関
し

て
反
ト
ラ
ン
プ
の
立
場
で
無
償

（
プ
ロ
ボ
ノ
）
で
業
務
を
提
供

し
た
弁
護
士
た
ち
を
、
無
償
で

あ
る
が
ゆ
え
に
「
不
適
切
な
法

的
介
入
」「
公
益
を
装
っ
た
政

治
活
動
」
と
断
じ
、
所
属
す
る

法
律
事
務
所
の
連
邦
政
府
契
約

を
打
ち
切
っ
た
り
、
資
格
剥
奪

を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
に
忠
実
で
な
い
と
す
る

連
邦
官
僚
へ
の
逆
襲
も
そ
う
で

す
。
国
防
総
省
で
は
最
大
７
万

人
以
上
が
解
雇
対
象
。
教
育
省

で
は
50
％
、
国
土
安
全
保
障
省

で
も
１
０
０
人
以
上
が
解
雇
さ

れ
ま
し
た
。
連
邦
政
府
全
体
で

は
解
雇
リ
ス
ク
の
あ
る
人
の
数

は
１
０
０
万
人
と
も
言
わ
れ
ま

す
。
表
向
き
は
例
の
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｅ

（
政
府
効
率
化
省
）
に
よ
る
「
合

理
化
」
の
対
象
で
す
が
、
実
際

は
第
一
次
政
権
時
に
官
僚
に
よ

る
抵
抗
で
大
統
領
の
意
向
が
阻

ま
れ
た
こ
と
へ
の
報
復
の
要
素

も
強
い
。

　

移
民
問
題
も
然
り
。
バ
イ
デ

ン
政
権
の
オ
ー
プ
ン
な
国
境
政

策
を
自
身
の
第
一
次
政
権
へ
の

当
て
つ
け
と
見
て
、
無
届
移
民

を
保
護
す
る
民
主
党
主
導
の

「
聖
域
都
市
」
へ
の
連
邦
助
成

金
を
凍
結
す
る
な
ど
の
措
置
に

出
て
い
ま
す
。

　

自
身
を
批
判
す
る
メ
デ
ィ
ア

を
「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」「
国

家
の
敵
」
と
呼
ん
で
記
者
会
見

や
取
材
ア
ク
セ
ス
か
ら
排
除
し

て
い
る
の
も
報
復
で
す
。

　
「
Ｄ
Ｅ
Ｉ（
多
様
性
・
公
正
性
・

包
摂
性
）
路
線
は
左
翼
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
だ
」
と
批
判
す
る
の

も
、
敵
対
す
る
民
主
党
の
価
値

観
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。
Ｄ
Ｅ
Ｉ

は
現
在
、
白
人
多
数
派
へ
の
逆

差
別
だ
と
い
う
論
理
に
使
わ
れ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

前
回
本
欄
で
触
れ
た
政
権
に

よ
る
ハ
ー
バ
ー
ド
へ
の
要
求
に

は
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
Ｄ
Ｅ
Ｉ

路
線
の
排
除
の
他
に
「
学
生
・

教
職
員
の
政
治
傾
向
の
審
査
」

と
い
う
思
想
調
査
も
入
っ
て
い

ま
し
た
。「
米
国
の
価
値
観
や

制
度
に
敵
対
的
な
大
学
人
の
報

告
体
制
を
構
築
せ
よ
」
と
い
う

こ
の
新
た
な
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム

（
赤
狩
り
）
を
ハ
ー
バ
ー
ド
は

当
然
な
が
ら
蹴
っ
た
。
だ
か
ら

22
億
㌦
（
３
千
億
円
）
も
の
助

成
金
を
凍
結
さ
れ
た
わ
け
。

　

問
題
は
、
彼
個
人
の
そ
う
し

た
報
復
感
情
が
、
支
持
基
盤
で

あ
る
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
派
の
報
復
感
情

を
共
振
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
世

界
経
済
を
揺
る
が
す
思
い
つ
き

で
し
か
な
い
よ
う
な
報
復
関
税

や
数
百
人
が
解
雇
さ
れ
た
Ｕ
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｄ
（
国
際
開
発
局
）
も
含

め
、
全
て
が
彼
ら
の
「
敵
（
リ

ベ
ラ
ル
派
、
知
的
エ
リ
ー
ト
、

官
僚
、
性
的
少
数
者
、
女
性
、

移
民
労
働
者
、
外
国
）」
へ
の

敵
意
を
煽
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ン
プ
の
連
邦
政
府
は
ト
ラ
ン
プ

個
人
と
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
個
人

の
「
ザ
マ
ァ
み
ろ
！
」
の
道
具

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

い
や
、
こ
の
「
ザ
マ
ァ
み

ろ
！
」
と
い
う
「
報
復
の
快
感
」

は
、
右
派
も
左
派
も
関
係
な
い

で
す
ね
。
人
間
の
業
の
な
ん
と

深
い
こ
と
よ
…
…
。

　
「
ザ
マ
ァ
み
ろ
！
」
で
は
ダ

メ
な
の
だ
と
愛
を
説
く
カ
ト
リ

ッ
ク
の
新
教
皇
に
、
初
の
ア
メ

リ
カ
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ

の
レ
オ
14
世
が
ど
ん
な
教
皇
を

具
現
す
る
か
は
未
知
で
す
が
、

こ
れ
で
ト
ラ
ン
プ
は
「
世
界
で

「
ザ
マ
ァ
み
ろ
！
」
が
支
配
す
る
政
治

最
も
影
響
力
を
持
つ
ア
メ
リ
カ

人
」
の
２
位
に
転
落
？
│
│
そ

れ
が
す
で
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
報
復
感
情

に
加
え
自
己
顕
示
欲
も
肥
大
し

て
い
る
彼
の
こ
と
、
ま
さ
か
こ

こ
で
も
教
皇
を
見
返
そ
う
な
ん

て
…
…
い
や
い
や
、
そ
れ
は
。

（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

情
報
を
伝
え
る
方
法
が
必
要
。

総
務
省
の
Ｈ
Ｐ
で
、
一
定
の
ス

ペ
ー
ス
や
広
報
ル
ー
ル
に
従
っ

た
「
候
補
者
の
情
報
発
信
が
で

き
な
い
か
」
を
議
連
を
通
じ
て

総
務
省
に
打
診
す
る
。

　

竹
永
氏
（
Ｎ
Ｙ)

：
現
在
選

挙
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
あ
る
が
、
最
終
的
に

は
全
て
を
ネ
ッ
ト
化
す
る
こ
と

が
解
決
に
な
る
と
提
案
。

　

住
山
氏
（
日
本
）：
長
年
に

渡
り
選
挙
が
で
き
る
よ
う
に
活

動
を
し
て
き
た
の
で
、
も
っ
と

選
挙
し
や
す
い
環
境
が
整
う
こ

と
を
願
う
。
総
領
事
館
で
し
か

選
挙
が
で
き
な
い
の
は
、
そ
の

場
所
が
治
外
法
権
と
し
て
そ
の

国
に
登
録
を
し
て
あ
る
か
ら
で

は
な
い
か
。
Ｌ
Ａ
の
日
米
文
化

会
館
の
一
室
も
同
様
に
登
録
が

し
て
あ
る
。（
現
在
は
不
明
）

ま
た
、
在
外
選
挙
の
こ
と
を
次

回
の
海
外
日
系
人
大
会
で
発
表

す
る
の
は
ど
う
か
と
提
案
。（
公

益
財
団
法
人
海
外
日
系
人
協
会

の
評
議
員
で
あ
る
若
尾
氏
に
依

頼
）

　

若
尾
氏
（
日
本
）：
初
め
て

の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
だ
っ
た
が

世
界
中
か
ら
集
ま
っ
て
も
ら
っ

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。
こ

の
会
議
に
関
し
て
は
議
連
に
も

報
告
す
る
。
今
後
も
年
に
数
回

は
こ
の
よ
う
な
会
議
を
行
な
っ

て
い
き
た
い
。

に
は
外
国
人
登
録
証
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
で
本
人
認
証
を
す
る

こ
と
を
提
案
。

　

ト
ル
ン
氏
（
ド
イ
ツ
）：
海

外
の
日
本
語
メ
デ
ィ
ア
は
、
更

な
る
広
報
推
進
で
注
目
度
は
上

が
り
、
効
果
が
徐
々
に
広
が
る

と
期
待
す
る
。

　

茜
ヶ
久
保
（
イ
タ
リ
ア
）：

意
見
交
換
の
場
で
、
選
挙
候
補

者
の
政
策
や
取
り
組
み
姿
勢
の

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

海
外
の
有
権
者
が

初
め
て
意
見
交
換

◇
ド
イ
ツ
：
ト
ル
ン
紀
美
子

◇
フ
ラ
ン
ス
：
ピ
レ
ー
千
代
美

◇
イ
タ
リ
ア
：
茜
ケ
久
保
徹
郎

◇
Ｎ
Ｙ
：
竹
永
浩
之
、
竹
田
勝
男

◇
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
：
朝
倉
巨
瑞

◇
日
本
：
若
尾
龍
彦
、
住
山
弘
、

ス
パ
イ
ラ
ル
社
（
模
擬
投
票
の
シ
ス
テ
ム
構
築
の
会
社
）

◇
メ
デ
ィ
ア
：
三
浦
良
一
（
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
）

を
推
進
す
る
議
員
連
盟
」（
以

後
、
議
連
）
に
参
加
し
、
議
連

に
名
を
連
ね
る
議
員
は
90
名
を

超
え
て
い
る
と
報
告
さ
れ
た
。

　

竹
永
氏
（
Ｎ
Ｙ
）：
今
回
4

月
の
日
本
渡
航
で
、
議
連
の
逢

沢
会
長
と
西
村
事
務
局
長
と
面

会
し
た
。
今
回
は
、
次
回
の
議

連
の
テ
ー
マ
を
決
め
る
こ
と

と
、
在
外
ネ
ッ
ト
投
票
、
遠
隔

地
の
ビ
デ
オ
通
話
に
よ
る
本
人

確
認
の
方
法
の
問
題
点
や
投
票

数
な
ど
の
調
査
報
告
を
総
務
省

に
求
め
た
。
ま
た
投
票
率
の
向

上
の
た
め
に
は
出
国
時
申
請
が

有
効
と
し
、
外
務
省
が
チ
ラ
シ

を
作
っ
て
自
治
体
で
配
っ
て
い

る
。
ま
た
、
国
会
で
の
「
在
外

ネ
ッ
ト
投
票
の
議
案
」
を
出
す

よ
う
に
と
の
陳
情
も
行
っ
た
こ

と
を
報
告
。

　

竹
田
氏
（
Ｎ
Ｙ
）：
日
本
か

ら
の
出
国
時
登
録
が
投
票
率
ア

ッ
プ
に
は
有
効
で
必
要
で
は
な

い
か
、
と
提
案
。

　

朝
倉
氏
（
Ｌ
Ａ)

：
在
外
で

の
投
票
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
在
外

の
投
票
率
は
2
％
以
下
と
な
っ

て
お
り
、
危
機
的
な
状
況
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
Ｌ
Ａ
総
領

事
館
で
の
選
挙
担
当
領
事
と
の

面
会
に
際
し
、
投
票
所
の
増
設

と
ネ
ッ
ト
模
擬
投
票
の
承
認
を

求
め
た
が
、
い
ず
れ
も
外
務
省

か
ら
は
難
し
い
と
の
返
答
を
受

け
た
と
報
告
。
ま
た
Ｌ
Ａ
の
日

本
語
メ
デ
ィ
ア
に
「
選
挙
に
行

く
こ
と
」「
選
挙
人
登
録
を
す

る
こ
と
」
を
宣
伝
し
て
も
ら
う

よ
う
に
協
力
を
求
め
た
。

　

市
ノ
澤
氏
（
ス
パ
イ
ラ
ル

社
）：
こ
れ
ま
で
の
民
主
党
か

ら
の
法
案
提
出
や
、
つ
く
ば
市

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使

っ
た
投
票
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組

み
に
関
し
て
の
説
明
が
あ
り
、

議
連
の
取
り
組
み
も
間
接
的
に

海外有権者
ネットワーク　
第１回オンライン
会議出席者

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
mailto:rekishikenkyuny@gmail.com
http://www.nyrekishikenkyu.org/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
が

開
催
す
る
サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
・

フ
ェ
ア
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

５
月
２
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

元
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
医
務
官
で
現
岩
手
県
保

健
所
長
会
会
長
の
仲
本
光
一
さ

ん
が
「
感
染
症
・
大
規
模
災
害
・

テ
ロ
対
応
、
医
療
事
情
ー
外
務

省
、自
治
体
で
の
経
験
か
ら
ー
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

講
演
要
旨
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

　

私
は
横
浜
で
10
年
余
り
外
科

医
と
し
て
病
院
勤
務
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
外
務
省

医
務
官
と
な
り
在
外
公
館
に
勤

務
、
最
後
は
霞
が
関
の
外
務
省

診
療
所
で
診
療
所
長
、
現
在
は

岩
手
県
で
保
健
所
長
を
し
て
い

ま
す
。
保
健
所
の
職
務
は
、
地

域
住
民
へ
の
医
療
福
祉
環
境
問

題
に
つ
い
て
の
よ
ろ
ず
相
談
で

す
。
外
務
省
医
務
官
も
、
そ
の

国
に
お
い
て
は
唯
一
の
日
本
人

医
師
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

よ
ろ
ず
医
療
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。
特
に
最
初
に
赴
任
し
た

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
日
本
人
の
使

用
に
耐
え
る
病
院
は
一
つ
も
な

い
こ
と
も
あ
り
、
在
留
邦
人
・

旅
行
者
も
大
使
館
の
医
務
室
に

日
常
的
に
相
談
に
来
て
い
ま
し

た
。
専
門
外
の
診
療
科
、
特
に

精
神
科
事
例
に
は
大
変
苦
労
し

ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
の
無
い
時
代

で
あ
り
、
国
際
電
話
回
線
も
使

用
が
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、

日
本
の
先
輩
に
対
応
方
法
を
聞

こ
う
と
思
っ
て
も
、
つ
な
が
る

ま
で
５
〜
６
時
間
待
た
さ
れ
る

状
況
で
し
た
。
そ
れ
で
も
在
留

邦
人
の
皆
様
に
助
け
ら
れ
育
て

て
い
た
だ
き
、
何
と
か“

総
合

診
療
医”

に
な
っ
て
い
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
東
京
、
イ
ン

ド
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
、
カ
ナ
ダ
で
そ
れ
ぞ
れ
３

年
程
度
ず
つ
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
東
京
時
代
に
は

北
朝
鮮
に
行
き
、
帰
国
後
も
拉

致
被
害
者
へ
の
医
療
対
応
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
え
ひ
め
丸
海

難
事
故
、
邦
人
外
交
官
殺
害
事

件
等
々
、
邦
人
支
援
で
は
外
務

省
内
で
大
変
評
価
さ
れ
、
大
臣

か
ら
賞
を
い
た
だ
く
栄
誉
も
得

ま
し
た
。
昨
年
は
『
想
像
を
絶

す
る
難
事
の
日
々
』
を
世
論
時

報
社
で
出
版
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
咢
堂
ブ
ッ
ク
オ
ブ
ザ
イ
ヤ

ー
（
２
０
２
４
年
外
交
部
門
）

を
受
賞
す
る
と
い
う
栄
誉
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

安
全
・
安
心
な
日
本
で
す

が
、
安
倍
総
理
暗
殺
事
件
、
岸

田
総
理
へ
の
爆
弾
投
下
事
件
、

北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射

等
々
、
最
近
は
日
本
の
治
安
も

不
安
定
に
な
っ
て
お
り
、災
害
・

テ
ロ
対
策
に
つ
い
て
講
演
会
な

ど
で
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
世
界
中

が
団
結
し
て
対
応
す
べ
き
と
い

う
教
訓
を
残
し
た
は
ず
で
し
た

が
、
世
界
は
、
団
結
に
は
程
遠

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
米

国
Ｗ
Ｈ
Ｏ
脱
退
、
途
上
国
支
援

中
止
、
長
引
く
局
地
戦
争
な

ど
、
心
配
な
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
世
界

最
強
（
査
証
不
要
）
で
あ
り
、

こ
れ
は
、Ｎ
Ｙ
の
皆
様
を
含
む
、

世
界
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る

先
人
の
皆
様
の
お
か
げ
、
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
若
い
日
本
人

に
は
、
ぜ
ひ
、
海
外
に
出
て
、

今
後
も
世
界
団
結
の
た
め
の
リ

ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブは地域社会や
世界への貢献のためさまざまな活動をしています。

■日本人墓地清掃ボランティア募集
クイーンズ区マスペスにある日本人墓地の
清掃を墓参会（メモリアルデー）前日に行
うにあたってボランティアを募集中。
墓参会は1912年に日本人墓地が設けられて
以来100年以上続いている行事で、この日本
人墓地にはニューヨーク日本人社会の先人
達が多く眠っている。
先人達への感謝の気持ちを込めて、清掃に
参加してくれる人を募っている。

【日時】5月25日（日）
エントランス集合 9:00am 　
清掃 9:30am~12:00pm
           
【場所】日本人墓地 Mt.Olivet Cemetery
6540 Grand Ave., Maspeth, NY 11378

問い合わせ：Eメール info@nyjalc.org

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org　info@nyjalc.org

　

平
城
空
港
で
の
曽
我
ひ
と
み
さ
ん
と
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
娘
キ

ム
・
ヘ
ギ
ョ
ン
さ
ん
の
別
れ
の
場
面
。
後
方
左
に
仲
本
さ
ん
が
立
っ

て
い
る
（
Ａ
Ｎ
Ｎ
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像
／
写
真
・
仲
本
さ
ん
提
供
）

盛岡の執務室にて

仲
本
光
一
さ
ん
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演

Ｊ
Ａ
Ａ
サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア
で

外務省医務官として
海外邦人を支援

  

Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
4
月

26
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

で
開
催
し
た
『
乳
が
ん
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
＠
イ
ー
ス
ト
コ
ー
ス

ト
・
サ
ウ
ス
』（
本
紙
５
月
３

日
号
既
報
）
の
見
逃
し
動
画
配

信
を
開
始
し
た
。

　

日
本
か
ら
は
、
こ
の
講
演
会

に
癌
研
有
明
病
院
、
乳
腺
セ
ン

タ
ー
長
、
上
野
貴
之
医
師
が
来

米
し
て
ス
ピ
ー
チ
し
た
。
タ
イ

ト
ル
は
『
乳
が
ん
患
者
さ
ん
、

一
人
ひ
と
り
に
最
適
な
治
療

を
』 

最
新
の
デ
ー
タ
が
導
く
、

明
る
い
未
来
。
Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
上
野
医
師
の
講
演
を
開

催
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
。

　

ま
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
在

住
の
岡
本
聡
子
フ
ォ
ッ
ク
ス
医

師
の
講
演
『
も
っ
と
知
っ
て
ほ

し
い
！
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
乳

房
再
構
成
』 

〜
術
後
の
不
安
を

軽
減
す
る
た
め
に
〜
も
そ
の
効

用
が
理
解
し
や
す
い
説
明
で
講

演
会
で
は
好
評
だ
っ
た
。

　

上
野
医
師
は
乳
が
ん
と
免
疫

の
関
係
に
つ
い
て
「
治
り
や
す

い
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
い
つ
治

る
の
か
、
治
ら
な
い
の
か
が
分

か
ら
な
い
の
が
乳
が
ん
の
特
徴

だ
」
と
し
て
、
体
内
に
異
物
が

出
現
し
た
時
に
そ
れ
を
認
知
し

て
排
除
す
る
よ
う
働
く
免
疫

が
、
自
分
の
体
内
に
も
と
も
と

あ
っ
た
も
の
か
ら
で
き
る
が
ん

に
効
く
の
か
と
い
う
疑
問
に
対

し
て
、「
変
異
し
た
蛋
白
質
は

も
と
も
と
自
分
の
体
の
中
に
あ

っ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
免
疫

治
療
効
果
が
あ
る
。
が
ん
細
胞

の
ス
ピ
ー
ド
に
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
る
の
が
免
疫
」と
説
明
し
た
。 　

フ
ォ
ッ
ク
ス
岡
本
聡
子
医
師

は
40
歳
以
上
に
な
っ
た
ら
奨
励

さ
れ
て
い
る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

に
つ
い
て
解
説
し
「
自
分
か
ら

早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と
は
大

事
で
、
仮
に
追
加
検
査
と
な
っ

て
も
、
実
際
に
生
体
検
査
と
な

る
率
は
2
％
な
の
で
そ
れ
イ
コ

ー
ル
が
ん
に
な
っ
た
こ
と
で
は

な
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

最
後
に
Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

創
立
者
・
代
表
の
山
本
眞
基
子

さ
ん
が
「
転
移
性
乳
が
ん
と
共

に
20
年
〜
そ
れ
で
も
人
生
は
輝

く
〜
」
と
題
し
た
経
験
者
ト
ー

ク
を
行
っ
た
。「
が
ん
と
関
係

な
い
こ
と
を
考
え
る
時
間
を
持

つ
こ
と
が
、
明
る
い
未
来
を
導

い
て
く
れ
る
と
思
う
」
と
体
験

談
を
話
し
た
。 

▼
見
逃
し
配
信
動
画
は
こ
ち

ら
か
ら https://bcnetwork.

org/event/202504/movie.
html

BCネットワーク見逃し動画配信を開始
Ｎ
Ｙ
で
対
面
開
催
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
公
開

横田めぐみさんの娘と面会

https://www.hondag.com
tel:2122136069
http://www.yamagatadental.net/
http://myriverside.net/home
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:info@nyjalc.org
http://www.nyjalc.org%E3%80%80info@nyjalc.org
https://bcnetwork.org/event/202504/movie.html
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Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
、
国
籍
差
別
で
約
2
億
円
の
和
解
金

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
新
方
針
、
在
米
日
系
企
業
へ
の
影
響
は
？

クイックUSA

201

と
し
て
い
ま
す
。

■ 

和
解
の
内
容

　

和
解
の
一
環
と
し
て
、
あ
る

在
米
日
系
企
業
は
以
下
の
措
置

を
実
施
す
る
こ
と
に
合
意
し
ま

し
た
。

● 

外
部
監
査
人
の
起
用:

コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
従
業
員
教
育

の
状
況
を
監
視
す
る

● 

ポ
リ
シ
ー
の
見
直
し:

社
内

ル
ー
ル
を
再
整
備
し
、
差
別
の

防
止
を
図
る

● 

Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
へ
の
定
期
報
告:

雇
用
慣
行
に
関
す
る
監
査
結
果

を
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
に
報
告
す
る

● 

元
従
業
員
の
再
雇
用
検
討:

不
当
な
扱
い
を
受
け
た
元
従
業

員
の
再
雇
用
を
検
討
す
る

Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
の
動
向
と
今
後
の
方

針■ 

ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
の
方

針
転
換

　

本
件
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下

で
明
確
に
強
調
さ
れ
た
Ｅ
Ｅ
Ｏ

Ｃ
の
新
た
な
方
針
が
反
映
さ
れ

た
事
案
と
見
ら
れ
ま
す
が
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
は
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
の

委
員
長
や
複
数
の
委
員
、
法
務

顧
問
な
ど
を
交
代
さ
せ
、
雇
用

差
別
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

再
定
義
し
ま
し
た
。
と
く
に

注
目
す
べ
き
は
、「
反
米
差
別

(Anti-American Bias)

」

に

対
す
る
取
り
締
ま
り
強
化
で

す
。
こ
れ
ま
で
は
企
業
が
外
国

人
労
働
者
に
対
し
て
差
別
的
に

扱
う
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

下
で
は
「
ア
メ
リ
カ
人
を
不
利

に
扱
う
差
別
」
に
も
厳
格
に
対

応
す
る
姿
勢
が
打
ち
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
転
換
に
よ
り
、
国

籍
を
理
由
と
し
た
優
遇
制
度
が

精
査
さ
れ
る
流
れ
が
強
ま
り
、

今
回
の
よ
う
な
和
解
案
件
が
表

面
化
し
や
す
く
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

■ 

Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
の
体
制
強
化

　

近
年
、
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
は
委
員
長

交
代
を
経
て
体
制
を
刷
新
し
ま

し
た
が
、
新
た
に
ア
ン
ド
レ

ア
・
ル
ー
カ
ス
暫
定
委
員
長
の

も
と
、「
反
米
差
別
」
へ
の
取

り
締
ま
り
を
強
化
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

■ 

国
籍
差
別
の
明
確
な
禁
止

　

ア
メ
リ
カ
の
雇
用
法
で
は
、

企
業
が
「
ア
メ
リ
カ
人
を
不
当

に
不
利
に
扱
う
」
こ
と
も
「
非

ア
メ
リ
カ
人
を
過
度
に
優
遇
す

る
」
こ
と
も
、
い
ず
れ
も
違
法

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
ケ

ー
ス
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
が
問

題
視
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

駐
在
員
の
優
遇
は
大
丈
夫
か
？

　

こ
の
件
で
特
に
注
目
さ
れ
る

の
が
、「
駐
在
員
の
処
遇
」で
す
。

現
地
法
人
に
お
い
て
、
日
本
本

社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
駐
在
員
に

対
し
、
手
当
や
条
件
を
上
乗
せ

し
て
待
遇
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

そ
の
優
遇
が
「
国
籍
を
理
由
と

す
る
差
別
」
と
受
け
取
ら
れ

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
雇
用
機
会

均
等
委
員
会(

Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ)

は

あ
る
在
米
日
系
企
業
が
ア
メ
リ

カ
人
を
含
む
非
日
本
人
従
業
員

に
対
し
、
日
本
人
従
業
員
と
同

等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
役
職

に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賃

金
・
福
利
厚
生
・
雇
用
条
件
な

ど
で
日
本
人
よ
り
も
不
利
な

待
遇
を
行
っ
て
い
た
と
し
て

１
４
０
万
ド
ル(

約
2
億
円)

を
支
払
う
こ
と
で
同
社
と
和
解

し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

背
景
と
経
緯

■ 

訴
訟
の
内
容

　

Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
は
、
あ
る
在
米
日

系
企
業
が
１
９
６
４
年
制
定
の

「
公
民
権
法 

タ
イ
ト
ル
Ⅶ
」
に

違
反
し
た
と
主
張
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
法
律
は
、
国
籍
に
基

づ
く
雇
用
差
別
を
禁
止
し
て
お

り
、
非
日
本
人
の
従
業
員
（
特

に
ア
メ
リ
カ
国
籍
の
従
業
員
）

が
、
日
本
人
従
業
員
と
比
較
し

て
不
利
な
扱
い
を
受
け
て
い
た

な
い
よ
う
、
慎
重
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

実
際
に
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
の
過
去
の
記

録
で
も
、
日
系
企
業
の
駐
在
員

制
度
が
問
題
視
さ
れ
た
事
例
が

存
在
し
ま
す
。

ま
と
め

● 

あ
る
在
米
日
系
企
業
は
、

非
日
本
人
従
業
員
に
対
す
る
差

別
的
な
処
遇
が
問
題
視
さ
れ
、

Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
と
約
2
億
円
の
和
解

に
至
り
ま
し
た

● 

ア
メ
リ
カ
で
は
「
ア
メ
リ

カ
人
を
不
利
に
扱
う
こ
と
」
も

差
別
に
該
当
し
、
現
地
法
人
運

営
に
は
慎
重
な
姿
勢
が
求
め
ら

れ
ま
す

● 
駐
在
員
の
優
遇
に
つ
い
て

も
、
職
務
上
の
合
理
的
理
由
が

な
け
れ
ば
リ
ス
ク
と
な
り
う
り

ま
す

● 

ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
強
調

さ
れ
た
「
反
米
差
別
」
へ
の
取

り
締
ま
り
方
針
に
よ
り
、
今
後

の
規
制
は
さ
ら
に
厳
格
化
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す

● 

Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
は
今
後
も
、
国

籍
や
人
種
に
基
づ
く
差
別
へ
の

対
応
を
強
化
し
て
い
く
方
針
で

す山
口
憲
和

Philosophy LLC 

社
長

　

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン

大
手
の
ラ
イ
ト
エ
イ
ド
は
５

日
、
過
去
２
年
間
で
２
回
目
と

な
る
会
社
更
生
法
適
用
の
申
請

を
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。
同

社
は
、
破
産
法
11
章
の
手
続
き

を
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
連
邦

破
産
裁
判
所
で
開
始
し
た
。
６

月
か
ら
Ｎ
Ｙ
州
内
の
全
１
７
８

店
舗
を
売
却
ま
た
は
閉
店
す
る

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

マ
シ
ュ
ー
・
シ
ュ
ロ
ー
ダ
ー

同
社
最
高
経
営
責
任
者
は
社
員

に
向
け
た
文
書
で
破
綻
の
原
因

と
し
て
「
劇
的
な
経
済
の
低

迷
、
訴
訟
の
可
能
性
、
関
税
の

影
響
を
含
む
仕
入
れ
や
家
賃
の

高
騰
」
と
説
明
し
て
い
る
。
同

社
は
２
０
２
３
年
10
月
、
収
益

減
と
オ
ピ
オ
イ
ド
関
連
の
訴
訟

で
破
産
を
申
請
し
た
が
、
約
１

年
後
に
20
億
ド
ル
の
債
務
を
返

済
し
、
資
金
２
５
０
億
ド
ル
を

確
保
し
て
破
産
か
ら
立
ち
直
っ

て
い
た
。
最
初
の
破
産
申
請
当

時
に
２
３
０
０
店
以
上
あ
っ
た

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
ラ
イ
ト
エ
イ
ド

Ｎ
Ｙ
州
の
全
店
舗
閉
店

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
４
日
、
日
用
品
や
食
品

を
販
売
す
る
街
角
の
商
店
「
ボ

デ
ガ
」
を
狙
っ
た
相
次
ぐ
暴

行
事
件
の
対
策
と
し
て
、
約

５
０
０
店
舗
に
「
パ
ニ
ッ
ク
・

ベ
ル
（
非
常
ボ
タ
ン
）」
を
設

置
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
同

市
は
１
６
０
万
ド
ル
を
投
じ
、

非
常
ボ
タ
ン
装
置
「
サ
イ
レ
ン

ト
シ
ー
ル
ド
」
を
犯
罪
が
多
い

地
区
の
店
舗
を
優
先
的
に
設
置

す
る
。こ
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

同
市
警
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）
の
中
央

指
令
セ
ン
タ
ー
に
直
接
警
報
が

届
き
、
担
当
警
官
は
店
内
の
監

視
カ
メ
ラ
の
ラ
イ
ブ
映
像
を
確

店
舗
数
は
現
在
１
２
５
０
店
舗

以
下
に
減
少
し
た
。
再
建
計
画

の
策
定
中
で
も
店
舗
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
調
剤
や
商
品
購
入
を
す

る
こ
と
は
で
き
る
が
、
同
社
は

声
明
で
「
処
方
箋
を
ほ
か
の
薬

局
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
る
」
と
伝
え
て

い
る
。
６
日
以
降
、
す
で
に
同

チ
ェ
ー
ン
店
舗
の
ポ
イ
ン
ト
の

還
元
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
、

返
品
、交
換
は
６
月
４
日
ま
で
。

　

シ
ョ
ー
ン
・
ダ
フ
ィ
ー
米
運

輸
長
官
は
11
日
、
レ
ー
ダ
ー
や

無
線
通
信
の
障
害
な
ど
に
よ
り

遅
延
や
欠
航
が
相
次
い
で
い
る

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
ニ
ュ

ー
ア
ー
ク
・
リ
バ
テ
ィ
国
際
空

港
に
つ
い
て
「
数
週
間
に
わ
た

り
運
航
規
模
が
縮
小
さ
れ
る
だ

ろ
う
」と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

Ｎ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
の
番
組
「
ミ

ー
ト
・
ザ
・
プ
レ
ス
」
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
語
っ
た
。
同

空
港
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
近

く
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
の
ハ

ブ
空
港
と
し
て
羽
田
・
成
田
両

空
港
へ
の
直
行
便
が
あ
る
こ
と

か
ら
多
く
の
日
本
人
が
利
用
し

て
お
り
旅
客
の
足
に
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港
で
は
４

月
28
日
、
管
制
レ
ー
ダ
ー
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
画
面
が
約
60
〜

90
秒
間
消
え
た
ほ
か
、
航
空
管

制
官
と
航
空
機
の
通
信
が
30
秒

間
途
絶
え
る
と
い
う
深
刻
な
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
。
管
制
官
５
人

が
心
的
外
傷
の
た
め
病
欠
を
取

っ
た
結
果
、
千
便
あ
ま
り
が
欠

航
と
な
っ
た
。
９
日
に
も
、
離

着
陸
便
の
誘
導
に
使
わ
れ
る
レ

ー
ダ
ー
と
無
線
通
信
で
90
秒
間

作
動
し
な
い
と
い
う
通
信
障
害

が
発
生
し
た
。

　

こ
の
た
め
連
邦
航
空
局
（
Ｆ

Ａ
Ａ
）
は
同
空
港
の
運
航
水
準

に
つ
い
て
１
時
間
当
た
り
最
大

56
便
に
制
限
す
る
案
を
提
示

し
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
も
減

便
に
踏
み
切
っ
て
い
た
が
、
11

日
に
も
通
信
機
器
の
障
害
が
発

生
し
、
Ｆ
Ａ
Ａ
が
45
分
間
の
飛

行
禁
止
令
を
出
し
た
た
め
少
な

く
と
も
80
便
が
欠
航
、
２
０
０

便
近
く
が
遅
延
し
た
。
Ｆ
Ａ
Ａ

に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
の
航
空
管
制
施
設
で
発
生
し

た
通
信
障
害
で
、
こ
の
施
設
は

９
日
発
生
し
た
障
害
に
も
関
係

し
て
い
た
。

　

ダ
フ
ィ
ー
長
官
に
よ
れ
ば
、

「
使
用
し
て
い
る
機
器
の
多
く

は
新
品
の
部
品
を
購
入
で
き
な

い
。
部
品
が
故
障
し
た
ら
イ
ー

ベ
イ
で
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ほ
ど
古
い
機
器
を
扱
っ
て

い
る
」
と
い
う
。
こ
う
し
た
な

か
、「
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
は
３
、４
年
を
要
す
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

遅
延
や
欠
航
相
次
ぐ

ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港
運
航
規
模
縮
小
へ

認
で
き
る
。
同
市
長
は
「
ボ
デ

ガ
は
Ｎ
Ｙ
市
の
ハ
ー
ト
と
ソ
ウ

ル
の
一
部
で
あ
り
、
常
に
市
民

の
た
め
に
営
業
し
て
い
る
。
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ボ
デ
ガ
の
店
長

を
安
心
さ
せ
、
ボ
デ
ガ
で
働
く

低
所
得
層
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

を
守
る
だ
ろ
う
」
と
し
、
同

市
長
曰
く
「
過
去
最
高
」
の

１
１
５
１
億
ド
ル
の
２
０
２
６

年
度
行
政
予
算
計
画
に
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
込
む
こ
と

を
「
誇
り
に
思
う
。
ボ
デ
ガ
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
小
規
模
事

業
主
を
守
る
た
め
の
投
資
で
あ

る
」
と
伝
え
て
い
る
。

５
０
０
店
舗
に
非
常
ボ
タ
ン

日
用
品
や
食
品
販
売
の
ボ
デ
ガ

　

外
務
省
は
９
日
、
２
０
２
４

年
（
令
和
６
年
）
の
査
証
発
給

統
計
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
２
０
２
４
年
に
お
け
る
全

在
外
公
館
の
査
証
発
給
数
は
、

７
１
９
万
６
３
７
３
件
で
、
前

年
比
約
１
・
７
倍
の
増
加
と
な

っ
た
。
過
去
最
高
の
査
証
発
給

数
を
記
録
し
た
、
２
０
１
９
年

（
令
和
元
年
）
に
比
べ
て
約
９

割
ま
で
回
復
し
た
こ
と
に
な
る

と
い
う
。

　

国
籍
・
地
域
別
発
給
数
の
上

位
３
か
国
は
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ベ
ト
ナ
ム
と
な
り
、
こ
れ

ら
３
か
国
の
国
籍
者
に
対
す
る

発
給
数
が
全
体
の
約
９
割
近
く

を
占
め
た
。
在
外
公
館
別
発
給

数
の
上
位
３
公
館
は
、
在
上
海

総
領
事
館
、
在
中
華
人
民
共
和

国
大
使
館
、
在
広
州
総
領
事
館

で
、
上
位
10
公
館
す
べ
て
が
ア

ジ
ア
地
域
所
在
公
館
と
な
な
っ

た
。
査
証
発
給
数
は
、
出
入
国

在
留
管
理
庁
が
発
表
す
る
外
国

人
入
国
者
数
と
は
異
な
る
。
こ

れ
は
数
次
査
証
や
査
証
免
除
な

ど
に
よ
る
入
国
が
あ
る
た
め
。

在外公館における査証発給数
上位 10公館すべてがアジア地域所在公館

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.maxjob.com/
http://kkobo.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com


2025年（令和 7年）5月 17日（土） ［総　合］　　（8  ）

　

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
作

編
曲
家
の
又
賀
純
一
郎
が
、

２
０
２
４
年
の
ジ
ョ
ン
・
レ

ノ
ン
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
・
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
曲
「Escher’s Staircase

」
で
ジ
ャ
ズ
部
門
の

レ
ノ
ン
賞
を
受
賞
し
た
。

　

同
楽
曲
は
独
創
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
と
高
い
技
術
力
が
評
価
さ

れ
、
世
界
中
の
音
楽
フ
ァ
ン
や

関
係
者
か
ら
注
目
を
集
め
て
い

る
。
世
界
中
か
ら
応
募
が
あ
る

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
グ
ラ
ミ
ー

賞
受
賞
者
や
音
楽
業
界
の
第
一

線
で
活
躍
す
る
著
名
な
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
、
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

ら
に
よ
る
審
査
に
よ
っ
て
、
楽

曲
の
ク
オ
リ
テ
ィ
や
革
新
性
な

ど
が
厳
正
に
評
価
さ
れ
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

又
賀
は
新
潟
市
出
身
。
Ｎ
Ｙ

を
拠
点
に
、
演
奏
、
作
編
曲
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
活
動
し
て
い
る
。
受
賞

曲
は
複
雑
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
テ
ク

ニ
ッ
ク
に
加
え
、
上
下
降
す
る

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
に
タ
イ
ト
ル
の

着
想
を
経
て
作
ら
れ
た
。
レ
コ

ー
デ
ィ
ン
グ
は
Ｎ
Ｙ
で
行
わ

れ
、
昨
年
4
月
に
リ
リ
ー
ス

さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
ア
ル
バ
ム

「Landscape

」
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。

　

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
高
さ

12
フ
ィ
ー
ト
（
約
３
・
６
メ
ー

ト
ル
）
の
若
い
女
性
の
巨
大
な

銅
像
が
設
置
さ
れ
た
。
公
式
サ

イ
ト
は
、
英
国
出
身
の
彫
刻

家
ト
ー
マ
ス
・
Ｊ
・
プ
ラ
イ
ス

氏
（
44
）
の
同
作
品
「
グ
ラ
ウ

ン
デ
ッ
ド
・
イ
ン
・
ザ
・
ス
タ

ー
ズ
（
星
に
根
差
し
た
）」
は

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
表
象
の

先
入
観
に
対
抗
し
て
い
る
と
解

説
し
て
い
る
。
プ
ラ
イ
ス
氏
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
、
ロ
ン
ド
ン
で
得
た
イ
メ
ー

ジ
を
基
に
し
た
架
空
の
女
性
は

普
段
着
で
、
表
情
や
姿
勢
も
身

近
な
印
象
を
与
え
る
。
ま
た
プ

ラ
イ
ス
氏
の
も
う
ひ
と
つ
の
作

品
、
ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
・

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
マ
ン
・
シ

リ
ー
ズ
」
も
５
月
の
毎
夕
、
同

ス
ク
エ
ア
の
電
子
掲
示
板
で
配

信
さ
れ
て
い
る
。

　

プ
ラ
イ
ス
氏
は
「
タ
イ
ム
ズ

ス
ク
エ
ア
は
す
べ
て
の
人
生
の

歩
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ

ー
、
経
験
を
持
つ
人
々
が
世
界

的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
合

流
す
る
集
合
の
地
。
こ
の
作
品

が
、
た
と
え
つ
か
の
間
で
あ
っ

て
も
人
々
が
生
き
て
い
る
場

所
、
歴
史
、
作
品
の
周
り
を
訪

れ
た
人
々
の
一
部
に
な
れ
れ
ば

い
い
。
こ
れ
ら
の
作
品
が
有
意

義
な
繋
が
り
を
扇
動
し
、
人
間

性
や
さ
ら
な
る
文
化
の
多
様
性

を
沈
思
す
る
皆
の
感
情
を
結
び

付
け
れ
ば
い
い
と
思
う
」
と
声

明
で
伝
え
て
い
る
。
展
示
は
６

月
17
日
ま
で
。

（
浜
崎
都
、
写
真
・
三
浦
良
一
）

３
ｍ
超
の
巨
大
な
女
性
像

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
出
現

ジョン・レノン作曲コンテスト

ジャズ部門で最優秀賞
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

又
賀
純
一
郎

　

Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
世
界
的
な
演

奏
活
動
を
続
け
る
ジ
ャ
ズ
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
浅
井
岳
史
が
、
6
月

6
日
（
金
）
午
後
８
時
か
ら
、

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー

に
あ
るCulture Lab LIC

（5-
25 46th Ave,

） 

で
行
わ
れ
る

サ
ン
セ
ッ
ト
ジ
ャ
ズ
シ
リ
ー
ズ

に
出
演
す
る
。

　

演
奏
は
浅
井
の
ほ
か
、

Hashem Assadullahi

（
サ
ッ

ク
ス
）、Dan Asher

（
ベ
ー

ス
）、Brian W

oodruff 

（
ド
ラ

ム
）
が
出
演
。
昨
年
10
月
に
ア

ル
バ
ム
を
リ
リ
ー
ス
し
て
好
評

を
博
し
た
話
題
の
カ
ル
テ
ッ
ト

で
、
Ｎ
Ｙ
を
代
表
す
る
音
楽
家

で
構
成
さ
れ
た
新
鋭
の
ユ
ニ
ッ

ト
。
新
し
い
解
釈
を
加
え
た
ジ

ャ
ズ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
曲
と
、
浅

井
が
書
き
下
ろ
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
を
演
奏
す
る
。
入
場
無
料
。

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルi@

takeshiasai.com

ま
で
。

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史

サ
ン
セ
ッ
ト
ジ
ャ
ズ
に
出
演

https://neuroacuny.com/
https://qbhouseusa.com/
https://www.bozubrooklyn.com/
http://www.easeny.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://giip-global.com/ja/
http://newyork-apartment-realestate.com
mailto:i@takeshiasai.com
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NY鉄道交通網の要衝駅

ジャマイカ

　

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
有
名

な
海
水
浴
場
「
ジ
ョ
ー
ン
ズ
ビ

ー
チ
」
は
、
メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー

の
週
末
に
海
開
き
が
行
わ
れ
賑

わ
う
が
、
24
日
（
土
）
と
25
日

（
日
）
の
午
前
10
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
、
大
人
気
の
航
空
シ

ョ
ー
「
フ
ォ
ー
リ
ー
フ
・
エ
ア

シ
ョ
ー
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　

当
日
は
、
ビ
ー
チ
上
空
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
曲

芸
飛
行
チ
ー
ム
の
迫
力
あ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
め
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
ト
リ
は
米
国
空
軍

が
誇
る
エ
リ
ー
ト
チ
ー
ム
「
サ

ン
ダ
ー
バ
ー
ズ
」
に
よ
る
圧
巻

の
演
技
飛
行
。
夏
の
始
ま
り
を

エ
ア
シ
ョ
ー
で
楽
し
も
う
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://
www.fourleafairshow.com/
about/events/

を
参
照
。

　

ク
イ
ー
ン
ズ
区
ジ
ャ
マ
イ
カ

は
、
鉄
道
の
ハ
ブ
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
公
的
機

関
や
歴
史
的
建
造
物
、
そ
し
て

教
会
も
多
々
あ
る
街
で
も
あ
り

No.4

メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー
週
末
は

ジ
ョ
ー
ン
ズ
ビ
ー
チ
で

航
空
シ
ョ
ー
を
楽
し
も
う
！

ま
す
。
ま
た
、
街
を
東
西
に
走

る
長
い
通
り
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
・

ア
ベ
ニ
ュ
ー
沿
い
は
商
業
の
中

心
で
す
。

　

鉄
道
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
駅
は
、

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
の
ポ

ー
ト
・
ワ
シ
ン
ト
ン
線
以
外
は

全
て
の
線
が
停
車
。
平
日
20
万

人
も
の
人
が
利
用
し
、
ペ
ン

駅
、
グ
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
次
い
で
米
国

内
で
３
番
目
に
混
み
合
う
駅
で

す
。
さ
ら
に
、
地
下
鉄
と
Ｊ
Ｆ

Ｋ
空
港
へ
向
か
う
エ
ア
ー
・
ト

レ
イ
ン
の
駅
も
あ
り
、
大
変
便

利
で
す
。

　

公
的
機
関
の
ク
イ
ー
ン
ズ
区

史
的
重
要
建
造
物
も
多
く
、
米

国
建
国
の
父
の
一
人
で
あ
り
奴

隷
制
度
廃
止
論
者
で
あ
っ
た
ル

ー
フ
ァ
ス
・
キ
ン
グ
の
元
邸
宅

（
現
在
は
博
物
館
）、
見
事
な
建

物
の
郵
便
局
、
そ
し
て
バ
レ
ン

シ
ア
劇
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
バ
レ
ン
シ
ア
劇
場
は

独
特
で
す
。
様
々
な
建
築
様

式
が
融
合
し
た
内
装
と
独
特

の
色
彩
が
豪
華
で
個
性
的
で

す
。
映
画
館
チ
ェ
ー
ン
会
社

が
、
３
５
５
４
席
も
あ
る
こ
の

大
劇
場
を
１
９
２
０
年
に
建
設

し
ま
し
た
。
が
、
１
９
７
７
年

か
ら
現
在
もTabernacle of 

Prayer

教
会
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。　

　

人
種
構
成
は
、
２
０
２
３
年

時
点
で
ア
フ
リ
カ
系
55
％
、
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
17
％
、
ア
ジ
ア

系
15
％
、
そ
し
て
白
人
が
２

％
。
ア
フ
リ
カ
系
に
は
、
カ
リ

ブ
海
諸
国
出
身
者
も
多
い
よ
う

で
す
。
ま
た
近
年
、
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
な
ど
南
ア
ジ
ア
か
ら

の
人
口
が
急
増
し
、
モ
ス
ク
も

あ
る
リ
ト
ル
・
サ
ウ
ス
ア
ジ
ア

と
も
呼
ば
れ
る
地
区
が
あ
る
ほ

ど
で
す
。

　

最
後
に
、
街
の
名
は
国
の
ジ

ャ
マ
イ
カ
と
は
関
係
な
く
、
ビ

ー
バ
ー
が
由
来
で
す
。
ネ
イ
テ

ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
「
ビ
ー

バ
ー
」
を
意
味
す
る
「
ヤ
メ
カ

（yamecah

）」
か
ら
の
派
生
。

ま
た
、
毛
皮
貿
易
で
Ｎ
Ｙ
州
の

歴
史
に
深
く
関
わ
っ
た
ビ
ー
バ

ー
は
州
の
公
式
動
物
。
Ｎ
Ｙ
市

旗
に
描
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

最
高
裁
判
所
、
家
庭
裁
判
所
、

社
会
保
障
事
務
所
等
が
あ
り
、

そ
し
て
芸
術
施
設
も
数
か
所
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
米
国
の
歴

歴
史
的
建
造
物
や

区
の
官
公
庁
集
中

http://www.jwsny.org
https://japaneseschool.org
https://hanamarumart.us/
https://www.ariyoshinyc.com/
https://www.takesushi.us/
tel:18778852726
https://www.fourleafairshow.com/about/events/
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 言葉の力は生きる力に直結する　
俵 万智・著
 新潮社・刊

■間違いだらけの睡眠常識（西野精治、PHP文庫）睡眠研
究の第一人者・スタンフォード大学睡眠生体リズム研究所
所長が睡眠のメカニズムの基本から睡眠時間と寿命との関
係、体内時計の整え方、枕の選び方、知らないと危ない睡
眠障害や睡眠薬まで、眠りにまつわるさまざまな事象を解
説する。■月とアマリリス（町田そのこ、小学館）地元タ
ウン誌のライター飯塚みちるは、週刊誌の記者だった頃の
上司からある遺体の背景を追って記事にできないかと依頼
を受ける。遺体の着衣のポケットに「ありがとう、ごめん
ね。みちる」というメモが入っていたのだ。町田そのこの
ミステリー。■マリコ、東奔西走（林真理子、文春文庫）
38年ぶりの書き下ろし小説『奇跡』が大ヒット。コロナ
の間隙を縫って行った３年ぶりの桃見の会も大盛況。母校
日本大学の理事長に電撃就任し、大学の体質を変えるため
最初の一歩を踏み出した。昼間は理事長室、夜は原稿、そ
して週末は全国を飛び回る。「週刊文春」の長寿連載エッ
セイ34巻目。■遊園地ぐるぐるめ（青山美智子・田中達也、
ポプラ社）小説家・青山美智子とミニチュア作家の田中達
也。田中の作品を見て青山が物語を執筆し、その物語を読
んで田中がさらに作品を作成するコラボ小説。通称『ぐる
ぐるめ』と呼ばれている非日常の世界の遊園地が舞台の物
語。忙しい日々と悩みを抱える６人が訪れ、連作短編物語
が始まる。■竹田恒泰の感動する日本（竹田恒泰、宝島社新書）相変わらず
自虐史観に囚われている日本人。その日本人に、本当の日本の歴史と日本の
素晴らしさを明治天皇の玄孫で作家の竹田恒泰が解説する。世界一礼儀正し
く、優しい民族である日本人。著者がTikTok で発信している日本の素晴ら
しさをまとめた本。■裏の顔―名無しの権兵衛悪党狩（藤井邦夫、角川文庫）
南町奉行与力の秋山久蔵から十手を預かる謎の浪人「名無しの権兵衛」が江
戸の外道を斬る痛快時代劇第2弾リーズ。「金貸し藤兵衛の背後に潜む金主
を突き止めろ」南町奉行所吟味方与力の秋山久蔵から、名無しの権兵衛に密
命が下った。権兵衛は配下の長次とともに新たな被害者・小間物屋・紅堂に
接触する。やがて浮かび上がった悪徳金主の「裏の顔」とは。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

睡
眠
は
生
命
現
象
の
基
盤
。
発
見
さ
れ
た
遺
体
の
謎
を
探
る
。
林
真
理
子
の
文
春
エ
ッ

セ
イ
34
巻
目
。
小
説
家
と
ミ
ニ
チ
ュ
ア
作
家
の
コ
ラ
ボ
。
自
虐
を
や
め
て
日
本
の
素
晴
ら

し
さ
を
認
め
る
。
謎
の
浪
人
が
外
道
を
斬
る
痛
快
時
代
劇
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

卵
か
ら
生
ま
れ
、
幼
虫
を
経

て
成
虫
に
な
っ
た
ナ
ナ
ホ
シ
テ

ン
ト
ウ
。
緑
ひ
ろ
が
る
田
園
地

帯
で
オ
ス
と
出
会
い
、
卵
を
産

む
た
め
の
場
所
を
探
す
旅
に
で

ま
す
。
最
初
に
入
っ
た
茂
み
の

中
で
小
枝
に
止
ま
る
と
、
そ
れ

は
枝
に
擬
態
し
た
ナ
ナ
フ
シ
で

し
た
。
あ
わ
て
て
逃
げ
出
し
次

の
場
所
へ
。
し
か
し
バ
ラ
だ
と

思
っ
た
ら
ト
ゲ
ツ
ノ
ゼ
ミ
、
葉

っ
ぱ
だ
と
思
っ
た
ら
キ
リ
ギ
リ

ス
、
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
の
蘭
の

花
も
ハ
ナ
カ
マ
キ
リ
と
、
風
変

わ
り
な
虫
た
ち
に
出
会
い
、
な

か
な
か
い
い
場
所
が
見
つ
か
り

ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
天
敵
ま
で

あ
ら
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
絵
本
作

家
イ
ザ
ベ
ル
・
シ
ム
レ
ー
ル
が
、

植
物
や
生
き
も
の
を
色
鮮
や
か

に
描
き
、
豊
か
な
自
然
と
カ
モ

フ
ラ
ー
ジ
ュ
や
変
態
な
ど
を
す

る
節
足
動
物
の
多
様
な
世
界
を

紹
介
す
る
。
虫
の
目
線
で
描
か

れ
て
い
て
、
探
し
絵
の
よ
う
に

い
ろ
い
ろ
な
昆
虫
と
出
会
え
る

本
。
自
然
や
昆
虫
に
興
味
の
あ

る
子
ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ

に
。
日
本
語
で
読
む
な
ら
『
た

び
す
る
て
ん
と
う
む
し
』（
岩

波
書
店
）。　　
　
　
　
（
高
田
）

旅
す
る
て
ん
と
う
虫

 『A Perfect Spot』
Written by Isabelle Simler

Published by Eerdmans Books

　

１
９
８
７
年
に
発
表
し
た
短

歌
集
『
サ
ラ
ダ
記
念
日
』
が

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
歌

人
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
俵
万
智

さ
ん
。
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
た

短
歌
「
こ
の
味
が 

い
い
ね
と

君
が 

言
っ
た
か
ら  

七
月
六
日

は  

サ
ラ
ダ
記
念
日
」
は
口
語

を
用
い
た
斬
新
な
か
た
ち
で
あ

っ
た
も
の
の
、
当
時
多
く
の
人

か
ら
の
共
感
を
得
て
受
け
入
れ

ら
れ
、
社
会
現
象
を
巻
き
起
こ

し
た
。
の
ち
に
俵
さ
ん
自
身
に

よ
り
、実
は
サ
ラ
ダ
で
は
な
く
、

カ
レ
ー
味
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
唐

揚
げ
だ
っ
た
（
そ
し
て
７
月
６

日
で
も
な
か
っ
た
）
と
明
か
さ

れ
て
い
る
が
、
好
き
な
人
か
ら

料
理
を
褒
め
ら
れ
た
と
い
う
些

細
な
出
来
事
が
大
き
な
喜
び
に

つ
な
が
り
、
そ
の
日
が
特
別
で

大
切
な
日
に
な
っ
た
と
い
う
実

に
可
愛
ら
し
い
歌
で
あ
る
。
近

年
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
誰
か

の
投
稿
が
気
に
入
っ
た
時
や
共

感
し
た
時
な
ど
に
使
わ
れ
る

「
い
い
ね
」
の
元
祖
と
も
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
俵
さ
ん
が

使
っ
た
言
葉
の
価
値
を
再
認
識

さ
せ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て

い
る
と
い
う
。
最
近
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

は
「
い
い
ね
」
の
数
を
競
う
風

潮
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
た
っ
た

一
つ
の
「
い
い
ね
」
で
幸
せ
に

な
れ
る
と
い
う
作
品
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
俵
さ
ん
が
今
年
４
月

に
発
表
し
た
本
書
『
生
き
る
言

葉
』
は
、
短
歌
の
指
南
書
で
は

な
い
が
、
歌
人
な
ら
で
は
の
視

点
か
ら
、
現
代
社
会
に
お
け
る

言
葉
の
重
要
性
や
使
い
方
を
考

察
し
た
論
考
で
あ
る
。
ス
マ
ホ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
急
激
な
普
及
に
よ

り
、
言
葉
の
表
現
方
法
が
多
様

化
す
る
な
か
で
「
日
本
語
の
足

腰
」
を
ど
う
鍛
え
る
べ
き
か
、

実
体
験
を
交
え
て
述
べ
て
い

る
。
ま
た
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
合

間
に
置
か
れ
た
短
歌
も
そ
の
情

景
が
見
え
意
味
が
わ
か
る
分
、

楽
し
く
読
め
る
。

　

気
配
濃
く 

秋
は
来
た
れ
り 

パ
ン
の
こ
と 

パ
ン
と
わ
か
っ

て  

パ
ン
と
呼
ぶ
朝

　

こ
れ
は
本
書
で
最
初
に
登
場

す
る
歌
で
、
俵
さ
ん
の
一
人
息

子
が
生
ま
れ
て
初
め
て
口
に
し

た
言
葉
が
「
パ
ン
」
だ
っ
た
こ

と
か
ら
つ
く
ら
れ
た
。
高
校
の

日
本
語
教
師
や
国
語
審
議
会
、

教
科
書
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い

た
俵
さ
ん
で
あ
る
が
、
言
葉
に

関
し
て
は
「
子
育
て
の
日
々
か

ら
得
た
も
の
が
一
番
大
き
い
」

と
述
べ
て
い
る
。
俵
さ
ん
に
と

っ
て
子
育
て
と
は
「
ま
っ
さ
ら

な
状
態
で
生
ま
れ
て
き
た
人
間

が
、
日
本
語
ペ
ラ
ペ
ラ
に
な
る

ま
で
、
ず
っ
と
そ
ば
で
見
て
い

ら
れ
る
こ
と
」
な
の
だ
そ
う
。

本
書
の
前
半
で
は
、
毎
日
の
生

活
の
中
で
息
子
と
や
り
と
り
し

た
言
葉
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
ほ
の
ぼ
の
と
語
ら
れ
る
。

　
「
気
分
の
ア
ガ
る
表
現
」
の

項
で
は
、
高
校
生
に
な
っ
た
息

子
の
影
響
か
ら
興
味
を
持
っ
た

ラ
ッ
プ
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い

て
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ッ
パ
ー
・

エ
ミ
ネ
ム
の
半
生
を
描
い
た
映

画
を
親
子
で
観
た
際
に
「
言
葉

と
い
う
の
は
、
持
た
ざ
る
者
が

生
き
る
た
め
の
最
後
の
武
器
」

だ
と
表
現
。
日
本
人
ラ
ッ
パ
ー

Mummy-D

氏
と
の
対
談
で

は
、
ラ
ッ
プ
で
の
韻
を
ふ
む
テ

ク
ニ
ッ
ク
や
言
葉
選
び
の
技
量

の
高
さ
に
驚
き
、
英
語
発
祥
の

ラ
ッ
プ
を
日
本
語
で
行
う
こ
と

で
、
日
本
語
の
特
徴
が
明
ら
か

に
な
る
の
は
興
味
深
い
と
綴
っ

て
い
る
。
ま
た
最
近
の
巷
に
溢

れ
る「
ク
ソ
リ
プ
」「
マ
ル
ハ
ラ
」

「
界
隈
」
な
ど
の
言
葉
を
真
面

目
に
解
説
し
た
り
、
新
宿
・
歌

舞
伎
町
の
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
で
開

催
さ
れ
た
歌
会
で
の
作
品
を
紹

介
し
て
い
る
。
こ
の
ホ
ス
ト
の

短
歌
は
と
て
も
面
白
か
っ
た
。

　

言
葉
の
プ
ロ
が
書
い
た
も
の

だ
け
に
読
み
や
す
く
、
親
し
み

や
す
い
言
葉
選
び
で
楽
し
く
読

め
た
。
読
者
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の

日
本
語
に
対
す
る
興
味
や
関
心

を
深
め
る
き
っ
か
け
を
与
え
、

ま
た
言
葉
の
奥
深
さ
や
そ
の
力

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

一
冊
だ
。　
　
（
高
田
由
起
子
）

https://usa.kinokuniya.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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イ
ン
ド
伝
来
の
仏
教
経
典
『
仁

王
教
』
の
中
に
あ
る
「
七
難
即

滅
、
七
福
即
生
」
と
い
う
言
葉

が
元
と
な
っ
た
、
古
く
か
ら
日

本
人
に
「
幸
福
は
海
の
向
こ
う

か
ら
や
っ
て
く
る
」
と
い
う
考

え
か
ら
由
来
す
る
『
七
福
神
』

恵
比
寿
、
大
黒
天
、
毘
沙
門
天
、

福
禄
寿
、
寿
老
人
、
弁
財
天
、

布
袋
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
、
仏
教
、
道
教
、
神
道

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
も

つ
。
大
黒
天
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

の
シ
ヴ
ァ
神
の
化
身(

マ
ハ
ー

カ
ー
ラ
神)

で
、
日
本
古
来
の

大
国
主
命
と
習
合
さ
れ
、
大
黒

柱
と
現
さ
れ
る
よ
う
に
食
物
・

財
福
を
司
る
神
と
な
っ
た
。
ち

な
み
に
、
伝
教
大
師
最
澄
が
比

叡
山
に
て
は
じ
め
て
大
黒
様
を

台
所
の
神
と
し
て
祀
る
と
、
や

が
て
徐
々
に
民
間
に
広
ま
っ
て

い
っ
た
。
唯
一
日
本
由
来
の
神

で
あ
る
恵
比
寿
は
、
大
国
主
命

の
息
子
「
事
代
主
神
（
コ
ト
シ

ロ
ヌ
シ)

」
と
言
わ
れ
て
、
古

く
は
「
大
漁
追
福
」
の
漁
業
の

神
と
し
て
祀
ら
れ
、
や
が
て
商

売
繁
盛
、
五
穀
豊
穣
を
も
た
ら

す
福
の
神
と
さ
れ
た
。
こ
の
二

神
は
親
子
関
係
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
恵
比
寿
・
大
黒
と
セ
ッ
ト

で
並
ぶ
所
以
と
な
っ
た
よ
う

だ
。
ま
た
、
初
期
の
恵
比
寿
は

毘
沙
門
天
を
本
地
と
す
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
三
神
は

と
も
に
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
毘
沙
門
天
は
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
の
ク
ベ
ー
ラ(

福
徳
増

進
）
神
で
あ
っ
た
が
、
仏
教
に

取
り
入
れ
ら
れ
る
と
戦
い
の
神

と
し
て
平
安
時
代
以
降
、
京
都

の
鞍
馬
寺
の
本
尊
と
し
て
祀
ら

れ
信
仰
さ
れ
る
。
元
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
教
の
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
神
で

あ
る
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
、
七
福
神
の
中
で
紅
一
点
と

な
る
弁
財
天
は
、
音
楽
・
弁
才
・

財
福
・
智
慧
の
あ
る
神
と
し
て

選
ば
れ
た
。
そ
し
て
、
平
安
末

期~

鎌
倉
初
期
の
頃
、
近
江
の

竹
生
島
の
弁
天
信
仰
が
盛
ん
に

な
る
と
、
毘
沙
門
天
の
代
わ
り

に
「
恵
比
寿
・
大
黒
・
弁
財
天
」

を
信
仰
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て

い
っ
た
。

室
町
時

代
、
中

国
か
ら

長
寿
と

福
禄
を

も
た
ら

す
道
教
の
福
禄
寿
・
寿
老
人(

と
も
に
南
極
星(
カ
ノ
ー
プ
ス

)

の
化
身
の
南
極
老
人
で
同
一

と
み
な
さ
れ
、
七
福
神
に
も
う

一
神
加
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

る)

と
、
布
袋
尊
（
唐
の
末
期

に
実
存
し
た
仏
教
の
禅
僧)

が

日
本
に
や
っ
て
来
て
認
知
さ
れ

た
。
そ
し
て
室
町
時
代
末
ご

ろ
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
七
柱

の
神
仏
が
近
畿
地
方
か
ら
発
祥

し
た
。そ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
、

正
月
に
行
わ
れ
る
七
福
神
を
祀

る
寺
社
巡
り
の
行
事
は
、
縁
起

を
呼
ぶ
お
参
り
と
し
て
有
名

で
、
現
在
で
も
絶
大
な
人
気
と

な
っ
て
い
る
が
、
普
段
の
日
に

巡
っ
て
も
ご
利
益
は
期
待
で
き

る
そ
う
だ
。
さ
ら
に
、
正
月
枕

の
下
に
「
七
福
神
の
乗
っ
た
宝

船
の
絵
」
を
入
れ
て
お
く
と
縁

起
の
良
い
初
夢
が
見
ら
れ
る
と

い
わ
れ
る
が
、
財
運
に
関
し
て

は
普
段
か
ら
弁
天
様
の
眷
属
で

あ
る
蛇
（
巳)

の
宝
石
を
身
に

付
け
る
と
効
果
が
あ
る
と
の
こ

と
。

津
延
美
衣(

つ

の
べ
み
え)

Ｎ

Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。

米
国
宝
石
学
会(

Ｇ
Ｉ
Ａ
）
鑑

定
資
格
者
。
運
命
学
・
自
然
医

学
・ 

ア
ー
ト
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・

食
文
化
な
ど
知
識
を
元
に
感
動

的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・ 

キ
ュ
レ
タ
ー

兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。

美
時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/ 
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縁
起
物
と
宝
石
「
七
福
神
と
蛇
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
」
８

24K、18K +ダイヤモンド (蛇 )

40
代
か
ら
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス

事
情
、ア
ッ
プ
デ
ー
ト
中
！

藤田カンナ
美容クリニック「Re:forma」と「Kirei House」代表として日本の美
の哲学と、米国および世界中から取り入れた先進的な技術を融合さ
せ、心身の調和を重視した総合的な美容と健康ケアを提供。女性の
健康をサポートするために開発、Femtechアワードを受賞した幹細
胞製品の米国代表。KAATSUスペシャリスト認定資格およびインテ
グレーティブ・ニュートリション認定ヘルスコーチの資格を持ち、
コロンビア大学で学んだビジネスと経営の知識を活かし、事業運営
や顧客サービスにおいて、常に最先端のアプローチを追求している。

　

20
代
の
頃
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
と

い
え
ば
、
金
曜
17
時
に
仕
事
を

終
え
、
空
港
へ
ダ
ッ
シ
ュ
。
飛

行
機
の
中
で
メ
イ
ク
を
直
し

て
、そ
の
ま
ま
ク
ラ
ブ
へ
直
行
。

「
寝
て
る
暇
な
ん
て
な
い
！
」

が
口
癖
で
し
た
。

　

で
も
今
は
…
？

　

同
じ
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
も
、
過

ご
し
方
が
ま
る
で
違
い
ま
す
。

今
回
は
、
美
容
医
療
の
国
際
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
す
る
た

め
の
出
張
。
夜
は
ク
ラ
ブ
で
は

な
く
、
ス
フ
ィ
ア
で
イ
ー
グ
ル

ス
の
ラ
イ
ブ
へ
。

　

70
代
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
迫
力
。

　
「
こ
の
人
た
ち
、
絶
対
に
何

か
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
や
っ
て

る
で
し
ょ
？
」
と
、
つ
い
職
業

柄
の
目
で
見
て
し
ま
い
ま
す

（
笑
）。

　

会
場
に
は
、
世
界
中
か
ら
集

ま
っ
た
最
新
の
美
容
医
療
機
器

や
施
術
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
ず

ら
り
。
見
て
い
る
だ
け
で
テ
ン

シ
ョ
ン
が
上
が
る
け
れ
ど
、
選

択
肢
が
多
す
ぎ
て
「
結
局
、
何

を
選
べ
ば
い
い
の
？
」
と
迷
っ

て
し
ま
う
の
も
事
実
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
私
は“

エ
キ

ス
パ
ー
ト
・
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー”

と
し
て
、
自
分
の
体
で
確
か
め

て
、
本
当
に
良
い
と
思
っ
た
も

の
だ
け
を
選
ぶ
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
事
業
者
と
し
て

の
目
線
と
、
生
活
者
と
し
て
の

リ
ア
ル
な
感
覚
。
そ
の
両
方
を

Photo: https://www.vividseats.com/the-ea-
gles-tickets/
チケットは　eagles live las vegas　で検索

持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
信
頼

で
き
る
美
容
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
情

報
を
お
届
け
で
き
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　

実
は
今
回
、
ど
ん
な
派
手
な

施
術
よ
り
も
心
に
残
っ
た
の

は
、「
継
続
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
」
や
「
生
活
習
慣
を
整
え
る

こ
と
の
大
切
さ
」
を
語
る
医
師

や
ブ
ラ
ン
ド
の
姿
勢
で
し
た
。

　

40
代
以
降
、
美
し
さ
は
「
足

す
」
こ
と
よ
り
「
整
え
る
」
こ

フ
ロ
ア
で
音
に
身
を
ま
か
せ
、

朝
日
が
目
に
し
み
る
あ
の
瞬
間

も
、今
で
も
や
っ
ぱ
り
大
好
き
。

　

大
人
の
余
裕
っ
て
、「
ど
っ

ち
も
楽
し
め
る
自
分
」
を
許
せ

る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

　

今
後
の
コ
ラ
ム
で
も
、
私
が

実
際
に
体
験
し
て
「
こ
れ
は
推

せ
る
！
」
と
感
じ
た
も
の
が
あ

れ
ば
、
少
し
ず
つ
ご
紹
介
し
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
自
分
ら
し
い
40

代
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
、
一
緒
に

楽
し
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！

と
。
内
側
の
バ
ラ
ン
ス
が
外
見

に
じ
わ
っ
と
出
て
く
る
。
そ
ん

な
感
覚
に
共
感
す
る
人
が
増
え

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

人
生
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。

ク
ラ
ブ
よ
り
ラ
イ
ブ
、
徹
夜
よ

り
快
眠
、
外
見
よ
り
も
内
面
か

ら
の
美
し
さ
。
そ
ん
な
価
値
観

で
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
楽
し
め
る
よ

う
に
な
っ
た
自
分
を
、
ち
ょ
っ

と
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

…
…
と
は
い
え
、
ク
ラ
ブ
の

https://mijikan.blogspot.com/
mailto:appointment@dangene.com
https://e-kaigo.net/
https://www.youtube.com/watch?v=0DGx5kwi0UQ
https://www.youtube.com/watch?v=wPh_oNSS4ng
http://bcnetwork.org/
tel:2122136069
https://www.vividseats.com/the-ea-gles-tickets/
https://www.vividseats.com/the-ea-gles-tickets/
https://www.vividseats.com/the-ea-gles-tickets/
https://mijikan.blogspot.com/
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Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｗ
校
（
小

島
昇
校
長
）
は
３
日
、
Ｎ
Ｙ
児

童
文
化
の
会
に
よ
る
「
お
は
な

し
会
」
を
実
施
し
た
。
初
等
部

の
４
年
生
が
参
加
し
、絵
本「
じ

ご
く
の
そ
う
べ
え
」
の
読
み
聞

か
せ
や
人
形
劇
「
３
び
き
の
や

ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
」の
ほ
か
、

手
遊
び
や
ク
イ
ズ
も
行
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
登
場
人
物
の
言

動
に
対
し
て
、
素
直
な
つ
ぶ
や

き
を
発
し
な
が
ら
話
に
聴
き
入

っ
て
い
た
。

　

毎
年
、
春
と
秋
の
２
回
実
施

し
て
い
る
Ｎ
Ｙ
児
童
文
化
の
会

に
よ
る
「
お
は
な
し
会
」
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
の
表

現
技
量
の
高
さ
も
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
正
し
い
日
本
語
に
楽

し
く
ふ
れ
、
集
中
し
て
日
本
語

を
聴
く
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て

い
る
。「
お
は
な
し
会
」
は
３

週
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、
こ

の
あ
と
は
初
等
部
３
年
生
以
下

と
幼
児
部
の
子
ど
も
た
ち
も
参

加
す
る
予
定
。

Ｎ
Ｙ
児
童
文
化
の
会

「
お
は
な
し
会
」

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｗ
校
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
Ｎ

Ｊ
校
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ

ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
中
村
信
乃
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
）
は
４
日
、
こ
ど

も
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

た
。
こ
の
日
は
10
家
族
14
人
の

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
思
い

思
い
の
鯉
の
ぼ
り
を
作
成
し
た

り
、
こ
ど
も
の
日
の
由
来
を
聞

い
た
。
菖
蒲
湯
の
話
で
は
「
え

〜
、
草
と
一
緒
に
お
風
呂
に
入

る
な
ん
て
嫌
だ
ー
」
と
い
う
声

が
上
が
り
、
大
人
た
ち
か
ら
は

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
。
柏
餅
の
話

に
な
っ
た
時
、
子
ど
も
た
ち
は

大
興
奮
。「
知
っ
て
る
よ
。
お

も
ち
で
、
中
に
あ
ん
こ
は
入
っ

て
て
、
草
で
つ
つ
ん
で
あ
る
や

つ
！
」「
お
い
し
い
よ
ね
ー
」「
え

ー
私
き
ら
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
出
た
。
参
加
し
た
保

護
者
た
ち
も
真
剣
に
鯉
の
ぼ
り

を
製
作
し
て
い
た
。

　
「
日
よ
う
び
は
日
本
語
で
あ

そ
ぼ
う
」
は
ア
メ
リ
カ
に
い
な

が
ら
日
本
の
文
化
や
行
事
を
体

験
で
き
る
幼
児
向
け
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
日
本
の
文
化
を
体
験
で

き
る
よ
い
機
会
。
対
象
は
２
・

５
歳
〜
6
歳
で
、
幼
稚
園
で
の

活
動
を
模
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
っ
て
い
る
。
夏
に
は
運
動
会

ご
っ
こ
も
予
定
し
て
い
る
。

こどもの日に
鯉のぼり作り
NY育英学園で

　

ハ
ン
タ
ー
大
学
の
学
生
が
５

日
、
ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ

ド
に
あ
る
エ
ラ
・
ベ
イ
カ
ー
校

で
創
作
紙
芝
居
を
披
露
、
小
学

生
ら
は
初
め
て
見
る
紙
芝
居
や

日
本
文
化
を
楽
し
ん
だ
。

　

紙
芝
居
を
披
露
し
た
の
は
ハ

ン
タ
ー
大
学
で
日
本
語
作
文
講

座
を
受
講
す
る
学
生
11
人
。
１

番
目
の
グ
ル
ー
プ
は
「
竜
と
少

年
」
を
披
露
。
村
人
か
ら
怖
が

ら
れ
て
い
る
竜
が
少
年
と
友
達

に
な
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
、「
が

ん
ば
っ
て
ね
！
」
と
掛
け
声
を

か
け
よ
う
と
呼
び
か
け
、
生
徒

た
ち
は
唱
和
し
な
が
ら
話
の
世

界
に
入
っ
て
い
た
。
２
番
目
の

グ
ル
ー
プ
は
「
き
ん
た
ろ
う
は

学
校
へ
行
く
」
を
披
露
。
人
間

た
ち
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
動

物
た
ち
が
転
校
生
の
き
ん
た
ろ

う
が
き
っ
か
け
で
仲
良
く
な
る

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
紙
芝

居
を
始
め
る
前
に
日
本
語
の
キ

ー
ワ
ー
ド
を
紹
介
し
て
、
生
徒

た
ち
を
語
り
の
世
界
に
導
い

た
。
紙
芝
居
を
終
え
た
後
に

は
「
ど
の
シ
ー
ン
が
心
に
残
っ

た
？
」「
こ
の
話
か
ら
わ
か
っ

た
こ
と
は
何
？
」
な
ど
と
生
徒

た
ち
に
語
り
か
け
、
そ
の
反
応

に
満
足
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ

て
い
た
。

　

紙
芝
居
体
験
を
し
た
小
学

２
・
３
年
合
同
ク
ラ
ス
担
任
の

ジ
ェ
シ
カ
・
マ
レ
ン
ダ
教
諭
は
、

人
権
・
移
民
問
題
に
関
す
る
授

業
の
一
環
で
紙
芝
居
風
の
箱
に

小
さ
な
絵
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る

活
動
を
事
前
に
行
っ
て
い
た
。

こ
の
日
は
紙
芝
居
の
後
、
生
徒

た
ち
が
用
意
し
た
絵
や
ス
ト
ー

リ
ー
に
つ
い
て
、
大
学
生
と
生

徒
た
ち
は
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
紙
芝
居
の
文
化
紹
介
に

留
ま
ら
な
い
交
流
活
動
を
行
っ

た
。

　

同
講
座
を
指
導
す
る
古
川
明

代
さ
ん
に
よ
る
と
、「
言
語
習

得
の
世
界
読
解
基
準
の
５
つ
の

ゴ
ー
ル
、
５
Ｃ
と
呼
ば
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
カ
ル
チ

ャ
ー
、
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
、
コ
ン

パ
リ
ゾ
ン
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
焦
点
を
当
て
、
数
年
前
か
ら

校
外
活
動
を
続
け
て
き
た
」
と

の
こ
と
で
、
日
本
の
言
葉
・
文

化
の
伝
達
や
他
者
と
の
関
係
づ

く
り
に
焦
点
を
当
て
、
グ
ル
ー

プ
毎
に
数
か
月
か
け
て
紙
芝
居

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
、
約
２

週
間
か
け
て
紙
芝
居
の
絵
を
作

成
し
た
。
今
学
期
は
日
本
語
で

学
内
発
表
を
し
て
、
今
回
の
英

語
で
の
校
外
学
習
を
行
っ
た
。

交
流
活
動
を
終
え
て
「
す
ご
く

緊
張
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
」

と
、
笑
顔
で
答
え
て
い
た
。

日
本
語
学
ぶ
ハ
ン
タ
ー
大
生  

創
作
紙
芝
居
を
披
露

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
系
人
家
族

会
（
Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
）
は
5
月
３

日
、
Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
大
運
動
会
を
開
催
し
た
。
第

14
回
目
の
今
回
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
、

３
６
０
人
以
上
の
子
供
た
ち
が

赤
組
と
白
組
に
分
か
れ
て
運
動

会
を
楽
し
ん
だ
。

　

０
〜
４
歳
児
の
午
前
の
部

は
、
お
座
り
か
ら
ハ
イ
ハ
イ
が

出
来
る
赤
ち
ゃ
ん
の
「
泣
き
相

撲
」
や
「
ハ
イ
ハ
イ
競
争
」
の

ほ
か
、
１
〜
２
歳
の
子
ど
も
た

ち
が
保
護
者
と
一
緒
に
お
買
い

物
を
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指

す
「
は
じ
め
て
の
お
使
い
」、

２
歳
以
上
の
子
ど
も
た
ち
の

「
障
害
物
競
走
」、
全
員
参
加
の

紅
白
玉
入
れ
な
ど
、
楽
し
く
可

愛
ら
し
い
競
技
が
続
い
た
。

　Pre-K

か
ら
高
校
生
ま
で
の

午
後
の
部
は
、
赤
組
、
白
組
に

分
か
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
学
年

別
の
プ
ラ
カ
ー
ド
に
導
か
れ
入

場
行
進
。
各
組
の
代
表
に
よ
る

選
手
宣
誓
の
あ
と
、
ラ
ジ
オ
体

操
に
続
き
、
２
人
一
組
で
背
中

に
ボ
ー
ル
を
挟
み
ゴ
ー
ル
に
向

か
う
「
２
人
組
競
走
」
か
ら
、

全
員
参
加
の
徒
競
走
、
障
害
物

競
走
、
紅
白
玉
入
れ
、
綱
引
き

な
ど
が
行
わ
れ
た
。
競
技
の
合

間
に
は
、
Ｂ
Ｎ
Ｇ
応
援
団
に
よ

る
応
援
合
戦
が
行
わ
れ
、
両
組

の
勝
利
を
願
っ
た
。
競
技
中
は

各
組
の
子
供
達
か
ら
熱
い
声
援

が
飛
ぶ
中
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
最
終
競
技
の
選
抜
リ
レ

ー
で
盛
り
上
が
り
が
最
高
潮
に

達
し
た
。結
果
は
白
組
が
優
勝
、

優
勝
カ
ッ
プ
が
授
与
さ
れ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
育
っ
た
高
校

生
た
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
競

技
を
盛
り
上
げ
、
こ
の
運
動
会

に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

と
な
っ
た
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
大
運
動
会

Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
３
６
０
人
が
競
う

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
http://ze-edu.com
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早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校

の
川
村
で
す
。
前
回
に
引
き
続

き
、
今
回
は
英
語
資
格
試
験
の

活
用
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
近
年
、
英
語
資
格
試
験

の
取
得
は
受
験
生
に
と
っ
て
非

常
に
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

と
な
っ
て
お
り
、
特
に
帰
国
生

入
試
や
国
際
系
の
コ
ー
ス
に
お

い
て
は
、
そ
の
重
要
性
が
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
英
検

や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
と
い
っ
た
ス
コ

ア
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
受
験

時
に
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
大
妻
中
野
中
学

校
で
は
、
英
検
Ｃ
Ｓ
Ｅ
ス
コ
ア

が
１
９
８
０
点
以
上
（
お
お
よ

そ
英
検
２
級
以
上
に
相
当
）
の

受
験
生
に
対
し
て
英
語
試
験
を

免
除
し
て
お
り
、
そ
の
場
合
は

国
語
・
算
数
・
面
接
の
み
で
受

験
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
工
学
院
大
学
附
属
中
学
校

の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ

ス
で
は
、
英
検
準
１
級
以
上
を

取
得
し
て
い
る
場
合
に
、
英
語

試
験
の
得
点
が
満
点
の
１
０
０

点
と
し
て
換
算
さ
れ
る
措
置
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
広
尾
学
園
中
学
校

の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ａ
Ｇ

ク
ラ
ス
で
は
、TOEFL iBT

で

90
点
以
上
を
取
得
し
て
い
る
と

英
語
試
験
が
免
除
さ
れ
、
そ
の

ス
コ
ア
を
０
・
75
倍
し
た
得
点

が
英
語
の
成
績
と
し
て
扱
わ
れ

ま
す
。TOEFL iBT

の
90
点
は
、

「
英
語
資
格
試
験
を

用
い
た
中
学
入
試
」 11

英
検
で
言
え
ば
準
１
級
の
上
位

か
ら
１
級
レ
ベ
ル
に
相
当
し
、

非
常
に
高
い
英
語
力
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
制
度
を
活

用
で
き
れ
ば
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

に
な
り
ま
す
が
、
英
語
だ
け
で

な
く
算
数
や
国
語
の
対
策
も
引

き
続
き
必
要
と
な
る
た
め
、
３

教
科
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
習
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
英
語
資
格
試
験
が
出

願
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
学
校

も
あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
例

と
し
て
、
慶
應
義
塾
湘
南
藤

沢
高
等
部
の
帰
国
生
入
試
で

は
、「TOEFL iBT 

70
点
以
上
」

「IELTS 

５
・
５
以
上
」「
英
検

準
１
級
以
上
」
の
い
ず
れ
か
を

取
得
し
て
い
る
こ
と
が
、
出
願

要
件
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
明
記
は
さ
れ
て

い
な
い
も
の
の
、
実
質
的
に
は

英
検
準
１
級
以
上
の
取
得
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

学
校
も
あ
り
、
や
は
り
早
め
の

準
備
が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
英
語
資
格
試

験
は
合
否
に
影
響
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
も
そ
も
出
願
を
可
能

に
す
る
前
提
条
件
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ど
の
級
を
い
つ

ま
で
に
取
得
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
を
逆
算
し
、
計
画
的
に
対

策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
帰

国
生
入
試
を
成
功
さ
せ
る
た
め

の
鍵
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◇

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

　

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
土
曜
日
本
人

学
校
は
３
日
、
書
道
家
・
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

本
村
茉
珠
美
（
も
と
む
ら
・
ま

す
み
）
さ
ん
を
招
き
、「
書
道

と
現
代
ア
ー
ト
の
融
合
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
特
別
授
業
を
行
っ

た
。
本
村
さ
ん
は
高
学
年
の
生

徒
に
向
け
て
６
メ
ー
ト
ル
×
３

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
き
な
紙
に

「
何
も
咲
か
な
い
そ
ん
な
日
は

下
へ
下
へ
と
根
を
伸
ば
せ
」
と

太
い
筆
で
書
い
た
。
作
品
に
表

現
さ
れ
た
力
強
さ
が
同
校
で
学

び
、
成
長
し
続
け
る
生
徒
達
へ

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
子

ど
も
達
の
心
に
届
け
ら
れ
た
。

　

低
学
年
の
生
徒
に
は
「
た
の

し
い
」
と
「
楽
」
の
書
道
ア
ー

ト
を
披
露
し
た
。
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
中
は
生
徒
達
か
ら
「
お
団

子
だ
」「
美
味
し
そ
う
」「
タ
コ

み
た
い
」
等
、
感
じ
た
こ
と
を

自
由
に
口
に
出
し
て
楽
し
む
姿

が
見
ら
れ
た
。「
こ
の
絵
を
見

て
ど
ん
な
感
じ
が
し
ま
す
か
」

と
い
う
本
村
さ
ん
か
ら
の
問
い

か
け
に
、「
お
団
子
を
持
っ
て

踊
っ
て
い
て
楽
し
そ
う
」「
ち

ょ
ん
ま
げ
の
人
が
楽
し
そ
う
に

走
っ
て
る
」
と
い
っ
た
感
想
が

聞
か
れ
、
会
場
が
楽
し
い
笑
い

声
に
包
ま
れ
た
。
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
後
、
本
村
さ
ん
は
「
子
ど

も
達
の
素
直
な
反
応
や
柔
軟
な

発
想
が
と
て
も
可
愛
ら
し
く
、

今
後
の
作
品
作
り
の
よ
い
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し

た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で

本
村
さ
ん
書
道
特
別
授
業

　

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

（
横
澤
広
美
校
長
）
は
4
日
、

こ
ど
も
の
日
を
お
祝
い
し
て
、

こ
い
の
ぼ
り
を
飾
っ
た
。
当
日

は
開
門
と
同
時
に
保
護
者
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
早
く
登
校
し
た
児

童
生
徒
が
熱
心
に
飾
り
つ
け
を

行
っ
た
。
朝
礼
で
「
こ
い
の
ぼ

り
」
の
歌
を
手
話
も
交
え
て
代

表
児
童
と
と
も
に
全
校
園
児
児

童
生
徒
で
歌
い
、
そ
の
後
プ
レ

イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
て
記
念
の

全
校
写
真
を
撮
っ
た
。
子
ど
も

た
ち
は
中
休
み
や
昼
休
み
な

ど
、
こ
い
の
ぼ
り
の
下
で
大
き

な
歓
声
を
出
し
な
が
ら
楽
し
そ

う
に
遊
ん
で
い
た
。
ま
た
、
小

学
部
で
は
新
聞
紙
で
か
ぶ
と
や

こ
い
の
ぼ
り
を
作
成
し
、
大
き

な
こ
い
の
ぼ
り
と
と
も
に
こ
ど

も
の
日
を
楽
し
ん
だ
。

　

こ
い
の
ぼ
り
は
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
人
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も

の
で
、
今
年
は
ま
ご
い
、
ひ
ご

い
、
吹
き
流
し
な
ど
を
校
舎
内

に
12
匹
、
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
は
19
匹
飾
り
付
け
た
。
朝
方

は
風
が
弱
か
っ
た
が
、
徐
々
に

ロ
ッ
キ
ー
山
脈
か
ら
の
心
地
よ

い
春
の
風
が
吹
き
、
こ
い
の
ぼ

り
が
青
空
の
下
で
盛
観
に
泳
ぐ

姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

こいのぼりの日
デンバー日本語補習学校

　

５
月
２
日
、
こ
ど
も
の
く
に

幼
稚
園
で
「
こ
ど
も
の
日
の
パ

ー
テ
ィ
ー
」が
行
わ
れ
た
。元
々

は
男
の
子
の
お
祝
い
を
す
る
端

午
の
節
句
が
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
う
日
と
な

っ
た
こ
ど
も
の
日
。
同
園
で
は

毎
年
子
ど
も
た
ち
が
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
、
子
ど
も
た
ち
自
身

が
作
り
上
げ
る
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
１

日
と
な
る
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
お
噺
の

世
界
を
楽
し
も
う
！
」。
そ
れ

ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
が
、
自
分
た
ち

の
部
屋
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

た
。「
ノ
ン
タ
ン
泳
ぐ
の
だ
い

す
き
」
の
部
屋
で
は
、
滑
り
台

か
ら
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
へ
ダ
イ
ブ

し
た
り
、
魚
つ
り
を
し
て
遊
ん

だ
。「
あ
お
く
ん
と
き
い
ろ
ち

ゃ
ん
」で
は
色
水
を
楽
し
ん
だ
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
に
で
き
る

ト
ル
ネ
ー
ド
に
驚
き
、
色
水
と

油
を
使
っ
た
セ
ン
サ
リ
ー
ボ
ト

ル
や
色
水
を
使
っ
た
自
分
で
組

み
立
て
る
水
路
に
夢
中
に
な
っ

た
。「
白
雪
姫
」
の
部
屋
で
は
、

砂
の
中
か
ら
宝
石
を
探
す
小
人

の
お
家
や
リ
ン
ゴ
を
転
が
す
コ

ロ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
。「
か
ら
す
の

パ
ン
や
さ
ん
」
で
は
、
好
き
な

色
の
粘
土
で
自
分
だ
け
の
パ
ン

を
作
っ
た
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

絵
本
作
り
。
お
昼
に
は
「
せ
か

い
い
ち
お
い
し
い
レ
ス
ト
ラ

ン
」
の
森
の
中
で
ラ
ン
チ
を
食

べ
た
。
デ
ザ
ー
ト
の
お
団
子
と

ク
ッ
キ
ー
、
ア
ッ
プ
ル
チ
ッ
プ

ス
は
各
ク
ラ
ス
の
手
作
り
。
最

後
に
は
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し

た
写
真
に
リ
ボ
ン
を
つ
け
て
栞

に
し
て
、
お
噺
案
内
人
か
ら
お

み
や
げ
に
も
ら
っ
た
。
子
ど
も

た
ち
の
自
由
な
発
想
に
よ
る
世

界
が
幼
稚
園
中
に
広
が
っ
た
楽

し
い
１
日
と
な
っ
た
。

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

手
作
り
パ
ー
テ
ィ

https://japaneseschool.org
https://miray109.com/
https://www.jhls.org/
http://www.kodomony.org
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
新
年
号
似
て

発
表
。
入
賞
者
に
は
広
島
筆
産
業
（
株
）
協
賛
に

よ
る
書
道
用
筆
を
贈
呈
し
ま
す
。

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル
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「
も
し
過
去
に
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ

ル
で
き
る
と
し
た
ら
、
何
時

代
に
行
こ
う
か
」
そ
ん
な
こ

と
を
考
え
た
の
は
、
６
年
生

の
授
業
で
日
本
の
歴
史
を
学

ん
だ
か
ら
で
す
。

　

僕
は
戦
国
時
代
を
選
び
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
「
大
名
に
な

り
た
い
か
ら
」
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、「
大
名
に
な
り
た
い
」

と
言
っ
て
な
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
僕

は
作
戦
を
考
え
ま
し
た
。
ま

ず
、
ど
の
藩
の
大
名
を
目
指

す
か
。
で
す
が
、
僕
は
仙
台

藩
を
選
び
ま
す
。
理
由
は
、

自
然
が
豊
か
で
幕
府
と
信
頼

関
係
が
あ
り
、
経
済
的
に
も

安
定
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

東
北
最
大
の
藩
で
あ
り
、
伊

達
政
宗
の
名
声
も
受
け
継
い

で
い
ま
す
。
こ
の
信
頼
関
係

が
あ
れ
ば
、
僕
が
大
名
に
な

っ
て
も
幕
府
と
は
良
い
関
係

が
続
く
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
い
つ
行
く
か
を
検

討
し
ま
す
。
① 

戦
国
時
代
末

期　

伊
達
政
宗
が
最
も
力
を

持
ち
、
仙
台
藩
の
基
盤
を
築

い
た
時
期
。
そ
の
後
の
支
配

体
制
も
安
定
。
② 

江
戸
時
代

初
期　

伊
達
家
が
江
戸
幕
府

か
ら
正
式
に
大
名
と
認
め
ら

れ
、
仙
台
藩
が
成
立
し
た
時

期
。
戦
国
時
代
を
乗
り
越
え
、

安
定
し
繁
栄
し
た
時
代
。

　

こ
の
2
つ
な
ら
、
僕
は
①

を
選
び
ま
す
。
理
由
は
伊
達

政
宗
が
力
を
持
っ
て
い
る
た

め
、
街
も
安
定
し
て
お
り
、

物
資
も
あ
る
の
で
戦
い
で
も

活
躍
し
や
す
く
、
出
世
も
し

や
す
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

さ
ら
に
、
②
の
時
代
は
伊
達

家
の
力
が
非
常
に
強
く
確
立

さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
を

上
り
詰
め
る
の
は
難
し
い
と

い
う
理
由
も
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
最
も
重
要
な
点

は
、
ど
う
や
っ
て
仙
台
藩
を

治
め
、
大
名
に
な
る
か
で
す
。

も
し
こ
れ
が
ビ
デ
オ 
ゲ
ー
ム

な
ら
、
必
殺
技
で
伊
達
政
宗

を
倒
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、

し
か
し
、
現
実
世
界
で
は
「
独

 ■児童生徒作文のページ■
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眼
竜
」
と
呼
ば
れ
た
敏
腕
武
将

に
戦
い
を
挑
む
の
は
、
非
常
に

難
し
い
で
す
。
そ
こ
で
僕
が
考

え
た
作
戦
は
、「
伊
達
政
宗
を

支
え
、
戦
場
で
活
躍
す
る
」
と

い
う
も
の
で
す
。
昔
も
今
も
、

結
果
を
出
せ
ば
昇
進
で
き
る
チ

ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
戦
場
で

活
躍
し
、
良
い
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大
名
に
昇

進
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

 　
戦
国
時
代
は
厳
し
い
時
代

で
す
。
で
も
、
織
田
信
長
や
徳

川
家
康
も
努
力
で
地
位
を
築
き

ま
し
た
。
僕
も
「
努
力
は
必
ず

報
わ
れ
る
」
を
信
じ
て
、
今
を

生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
滞
米
３
年
）

　

サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
休
日

に
、
ぼ
く
は
車
で
メ
イ
ン
州

に
あ
る
ウ
ニ
が
お
い
し
い
こ

と
で
有
名
な
魚
の
店
に
行
き

ま
し
た
。
最
初
、
行
く
前
は

お
父
さ
ん
か
ら
お
す
し
屋
だ

と
聞
い
て
い
た
の
で
、
と
て

も
楽
し
み
で
し
た
。

　

し
か
し
、
約
六
時
間
後
着

い
た
時
に
ま
ど
の
外
を
見
る

と
、
倉
庫
の
ド
ア
が
ズ
ラ
リ

と
な
ら
ん
で
い
ま
し
た
。
ぼ

く
は
お
ど
ろ
き
な
が
ら
も
お

父
さ
ん
の
お
す
し
屋
と
い
う

言
葉
を
信
じ
て
目
的
地
に
歩

き
ま
し
た
。
倉
庫
の
ド
ア
の

前
ま
で
来
て
中
に
入
る
と
、

そ
こ
に
は
お
す
し
屋
は
な
く
、

生
ぐ
さ
い
魚
の
に
お
い
の
す

る
、
冷
え
た
魚
屋
さ
ん
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
す

ぐ
横
に
は
魚
介
類
を
売
っ
て

い
る
人
が
い
ま
し
た
。
ぼ
く

が
思
っ
て
い
た
の
と
は
ち
が

っ
て
が
っ
か
り
し
、
か
た
を

落
と
し
ま
し
た
。
ぼ
く
が
お

こ
り
な
が
ら
、「
ぼ
く
の
行
き

つ
け
の
回
転
ず
し
よ
り
高
い

し
、
量
も
少
な
い
の
に
な
ん

で
こ
こ
に
す
る
の
。」
と
文
句

を
言
っ
て
い
る
間
に
、
ウ
ニ

や
さ
し
み
を
買
い
終
わ
り
、

食
べ
る
場
所
の
あ
る
二
階
へ

連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
食

べ
る
準
備
が
終
わ
っ
て
は
し

を
持
ち
、
食
べ
始
め
ま
し
た
。

　

最
初
取
っ
た
の
は
サ
ー
モ

ン
で
、
ど
う
せ
い
つ
も
の
味

と
思
い
、
食
べ
て
み
る
と
、

口
の
中
で
と
ろ
け
る
ぐ
ら
い

や
わ
ら
か
く
、
し
ん
せ
ん
な

た
め
、
サ
ー
モ
ン
の
味
が
口

の
中
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま

し
た
。
ぼ
く
が
思
っ
て
い
た

百
倍
の
う
ま
さ
で
お
ど
ろ
き
、

は
し
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
家
族
み
ん
な
う
ま
す
ぎ

て
止
ま
ら
ず
、
す
ぐ
食
べ
終

わ
り
、
ま
ん
足
し
て
店
を
出

ま
し
た
。

　

そ
し
て
二
日
後
、
家
族
み

ん
な
が
そ
の
日
か
ら
あ
の
味

を
忘
れ
ら
れ
ず
、
ま
た
行
く

こ
と
に
な
り
、
ぼ
く
は
大
よ

ろ
こ
び
で
し
た
。

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

文
句
言
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
。

　
　
　

   （
滞
米
５
年
７
か
月
）

　
「
わ
ぁ
、
つ
め
た
い
な
ぁ
。

ぐ
ね
ぐ
ね
し
て
い
て
ぐ
に
ゃ

っ
と
し
て
、
面
白
い
な
」。

　

私
は
、
こ
の
夏
、
二
年
ぶ

り
に
日
本
へ
行
き
ま
し
た
。

二
才
の
時
に
二
週
間
、
八
才

の
時
に
五
週
間
。
そ
し
て
今

回
が
三
度
目
の
日
本
で
、
二

週
間
行
き
ま
し
た
。
初
め
て

の
体
験
を
沢
山
し
て
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の

中
で
も
、
私
が
一
生
わ
す
れ

な
い
と
思
っ
た
一
番
心
に
残

っ
た
思
い
出
は
、
ろ
く
ろ
体

験
で
す
。

　
「
ろ
く
ろ
っ
て
何
だ
ろ
う
」

と
思
っ
た
の
で
国
語
辞
典
で

調
べ
て
み
る
と
、「
ぐ
る
ぐ
る

回
る
の
を
利
用
し
て
、
ま
る

い
形
の
器
や
、
こ
け
し
な
ど

を
作
る
と
き
に
使
う
道
具
」

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
読

ん
で
も
、
正
直
よ
く
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

八
月
十
九
日
に
、
お
父
さ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
弟
の

ぜ
ん
と
、
栃
木
県
は
が
ぐ
ん

益
子
町
に
あ
る
。「
益
子
焼
き

か
ま
元
横
山
」
に
行
き
ま
し

た
。
益
子
町
は
、
益
子
焼
で

有
名
な
、
焼
き
物
の
町
だ
そ

う
で
す
。
沢
山
の
と
う
げ
い

家
さ
ん
の
お
店
が
あ
り
ま
し

た
。

　
「
四
十
分
間
、
好
き
な
形
を

何
個
で
も
作
っ
て
い
い
よ
」。

と
う
げ
い
家
の
先
生
の
言
葉

に
、
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

「
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
立　

隼
人

「ろくろ体験」
　　　　　ニューヨーク補習授業校 LI 校小５

　　　　　　　　　　　　　　　田中　柚羽

私
は
、
お
茶
わ
ん
と
コ
ッ
プ
、

お
皿
、
小
さ
な
び
ん
を
作
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

さ
い
初
に
レ
バ
ー
を
下
に

引
い
て
ろ
く
ろ
が
回
り
始
め

ま
し
た
。
先
生
が
粘
土
に
さ

わ
る
と
、
ま
る
で
ま
ほ
う
み

た
い
に
、
お
茶
わ
ん
の
形
に

な
り
ま
し
た
。
先
生
の
お
手

本
を
見
た
後
は
、
い
よ
い
よ

私
の
番
で
す
。
先
生
の
よ
う

に
レ
バ
ー
を
引
い
て
、
ろ
く

ろ
を
回
し
ま
し
た
。
左
手
を

粘
土
に
そ
え
て
、
右
手
の
親

指
と
そ
れ
以
外
の
指
で
粘
土

の
先
を
つ
ま
ん
で
形
を
っ
作

り
ま
し
た
。
途
中
で
、
ツ
ル

ツ
ル
回
ら
な
く
な
る
と
、「
水

分
が
足
り
な
く
な
っ
て
い
る

か
ら
、
右
に
あ
る
ボ
ー
ル
に

入
っ
て
い
る
お
水
で
、
手
を

ぬ
ら
す
と
い
い
よ
。」
と
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
手
を
ぬ

ら
し
た
ら
、
ま
た
ツ
ル
ツ
ル
、

ヌ
ル
ヌ
ル
す
べ
っ
て
、
形
が

作
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

作
り
終
え
た
ら
、
糸
で
粘
土

と
ろ
く
ろ
を
切
り
は
な
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
粘

土
を
板
の
上
に
お
い
て
、
新

し
い
粘
土
を
ろ
く
ろ
の
上
に

お
い
て
、
新
し
い
形
の
食
器

を
作
り
ま
し
た
。

　

四
十
分
間
、
私
は
夢
中
で

八
こ
の
食
器
を
作
り
ま
し
た
。

お
茶
わ
ん
、
平
ら
な
お
皿
、

深
い
お
皿
、
花
び
ら
の
形
の

お
皿
、
コ
ッ
プ
、
そ
そ
ぎ
口

の
付
い
た
小
さ
な
ミ
ル
ク
び

ん
を
そ
れ
ぞ
れ
一
こ
ず
つ
と
、

花
び
ん
を
二
こ
。
ど
れ
も
思

っ
て
い
た
以
上
に
上
手
に
で

き
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
焼
け
る
の
は
四
つ
と
決

ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私

は
、
お
茶
わ
ん
、
平
ら
な
お
皿
、

花
び
ら
の
形
の
お
皿
、
小
さ

な
ミ
ル
ク
び
ん
を
選
び
ま
し

た
。

　

出
来
上
が
り
は
、
一
ヶ
月

後
だ
そ
う
で
す
。
ど
ん
な
出

来
上
が
り
な
の
か
、
と
て
も

楽
し
み
で
す
。
来
年
は
何
を

作
ろ
う
か
な
？
ま
た
日
本
に

行
き
た
い
な
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

「
倉
庫
の
そ
の
先
は
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
P
W
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
山　

蓮
次
朗

　

ぼ
く
の
大
切
に
し
た
い
言
葉

は
、「
強
い
者
が
勝
つ
の
で
は

な
い
、
勝
っ
た
者
が
強
い
の

だ
。」
で
す
。
こ
れ
は
、
サ
ッ

カ
ー
選
手
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ベ
ッ

ケ
ン
バ
ウ
ワ
ー
さ
ん
の
言
葉
で

す
。
ぼ
く
は
こ
の
言
葉
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
ま
し

た
。
ぼ
く
が
こ
の
言
葉
を
選
ん

だ
理
由
は
、
ぼ
く
の
父
が
よ
く

「
全
て
は
け
っ
か
で
決
ま
る
。」

と
こ
の
言
葉
と
同
じ
よ
う
な
こ

と
を
言
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

ぼ
く
は
父
に
、「
け
っ
か
が

全
て
だ
。」
と
言
わ
れ
ま
す
。

学
校
が
始
ま
っ
て
二
週
間
で
ぼ

く
は
現
地
校
の
提
出
物
を
や
っ

た
の
に
、
提
出
の
ボ
タ
ン
を
お

「
大
切
に
し
た
い
言
葉
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

洸
士
朗

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
補
習

授
業
校
で
も
よ
く
宿
題
の
フ
ォ

ル
ダ
ー
を
わ
す
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
ど
ち
ら
と
も

あ
ま
り
、
い
い
成
績
が
出
ま
せ

ん
で
し
た
。
父
に
も
こ
っ
ぴ
ど

く
お
こ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
し
て
ぼ
く
は
そ
の
課
題

を
や
っ
て
い
る
の
に
、
提
出
を

し
わ
す
れ
て
し
ま
う
だ
け
で
、

や
っ
た
こ
と
が
全
て
無
意
味
に

な
っ
て
し
ま
う
の
が
ぼ
く
に
と

っ
て
は
も
の
す
ご
く
く
や
し
か

っ
た
で
す
。
さ
ら
に
ぼ
く
が
こ

の
よ
う
な
ミ
ス
を
し
た
理
由
は

ゲ
ー
ム
で
し
た
か
ら
、
自
分
に

も
の
す
ご
く
イ
ラ
つ
い
た
し
、

親
に
も
さ
ら
に
お
こ
ら
れ
ま
し

た
。
友
だ
ち
に
つ
ら
れ
て
ゲ
ー

ム
を
し
だ
し
た
自
分
が
は
ず
か

し
く
な
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
そ
の
よ
う
な
経
験
を

通
し
て
、
い
く
ら
自
分
が
が
ん

ば
っ
た
と
し
て
も
提
出
な
ど
を

し
な
け
れ
ば
結
果
は
出
な
い

し
、
大
学
に
行
く
と
き
や
、
就

職
す
る
と
き
も
、
ど
こ
も
が
ん

ば
り
を
見
る
所
は
少
な
く
て
結

果
し
か
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
を
父
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
が
ん
ば
り

が
無
意
味
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
が
ん
ば

り
は
結
果
を
出
す
の
に
必
要
不

可
欠
で
、
何
も
し
な
い
で
い
い

結
果
を
出
す
の
は
不
可
能
に
近

い
で
す
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、

た
く
さ
ん
の
人
は
結
果
し
か
見

な
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ぼ
く
も
父
や

フ
ラ
ン
ツ
・
ベ
ッ
ケ
ン
バ
ウ
ワ

ー
さ
ん
の
よ
う
に
結
果
を
出
し

て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
認
め
ら

れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
ぼ

く
が
選
ん
だ
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ベ

ッ
ケ
ン
バ
ウ
ワ
ー
さ
ん
の
、「
強

い
者
が
勝
つ
の
で
は
な
な
い
、

勝
っ
た
者
が
強
い
の
だ
。」
と

い
う
言
葉
の
意
味
を
大
人
に
な

っ
て
も
心
の
底
に
入
れ
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

   　
（
滞
米
３
年
６
か
月
）

http://www.newjerseyjapaneseschool.org
https://starchildny.com/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
優
雅
な
高
級
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
で
洗
練
さ

れ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
ー
。「
億
万
長
者
通
り
（Billionaires’ 
Row

）」
と
呼
ば
れ
る
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
57
丁
目
に
隣
接
す
る 

ト
ン
プ
ソ
ン
・
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
・
ホ
テ
ル
（Thompson 

Central Park Hotel

）
の
上
層
階
（
34
階
か
ら
42
階
）
に
９
階

部
分
を
改
装
し
た
99
戸
の
住
居
を
備
え
た
大
人
気
の
高
級
レ
ジ

デ
ン
ス
が
あ
る
。
２
０
２
２
年
か
ら
販
売
開
始
さ
れ
た
。
家
電

製
品
も
ミ
ー
レ
社
で
揃
え
ら
れ
、
ま
た
希
望
に
よ
り
家
具
付
き

で
の
購
入
も
可
能
な
物
件
と
な
っ
て
い
る
。
下
層
階
の
ホ
テ
ル

サ
ー
ビ
ス
は
す
べ
て
利
用
が
可
能
、
住
人
専
用
ラ
ウ
ン
ジ
も
あ

り
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
や
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ

ン
グ
な
ど
、
自
宅
と
ホ
テ
ル
暮
ら
し
の
メ
リ
ッ
ト
を
同
時
に
味

わ
え
る
の
も
こ
の
物
件
の

良
い
所
。

　

近
年
、
価
格
も
高
騰

し
て
い
るBillionaires’ 

Row

界
隈
の
新
築
物
件

と
し
て
は
買
い
求
め
や
す

い
価
格
設
定
の
物
件
と
し

て
販
売
開
始
時
よ
り
大
人

気
と
な
っ
て
い
る
。
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ビ
ュ
ー
の

ユ
ニ
ッ
ト
は
勿
論
、
今
回

の
シ
テ
ィ
ビ
ュ
ー
の
ユ
ニ

ッ
ト
も
憧
れ
の
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
で
価
格
を
抑
え
て
購

入
で
き
る
物
件
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

特
に
若
い
カ
ッ
プ
ル
や
富
裕
層
の
購
入
も
多
い
こ
の
ワ
ン
ベ

ッ
ド
ル
ー
ム
の
価
格
は
１
４
５
万
ド
ル
。
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

や
５
番
街
に
も
近
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
洗
練
さ
れ
た
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
体
験
で
き
る
希
少
な
物
件
だ
。
不
動
産
税
は
月
額

７
１
４
ド
ル
。
共
益
費
月
額
１
０
８
９
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
３
９
１
・
５
５
４
７
、
Ｅ
メ
ー
ル

matsuzaki@able-global.com

　

松
﨑
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
エ
イ
ブ
ル
不
動
産
）

通称「億万長者通り」にあるワンベッドルーム

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
ハ
ド
ソ

ン
川
を
挟
ん
で
対
岸
に
位
置

す
るPort Imperial

、West 
New York

、Edgewater

は
、

ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
に
広
が
る
住

宅
地
で
す
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
一
望
で
き

る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

誇
り
ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
に

は
、
シ
カ
ゴ
と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
を
結
ん
で
い
たErie-

Lackawanna

鉄
道
（
現
Ｎ
Ｊ

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）
の
終
着
駅
が

あ
り
ま
し
た
。
19
世
紀
末
か
ら

20
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
を
結
ぶ
重
要
な
フ
ェ
リ
ー
交

通
の
玄
関
口
と
し
て
も
発
展
。

し
か
し
、１
９
５
０
年
代
以
降
、

橋
や
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
が
進
ん

だ
こ
と
で
交
通
手
段
は
自
動
車

や
電
車
へ
と
移
り
、
フ
ェ
リ
ー

は
次
第
に
衰
退
。
こ
の
エ
リ
ア

は
長
ら
く
倉
庫
や
工
業
地
帯
と

し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

１
９
９
０
年
代
後
半
に

Port Imperial

再
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
。
地
元
自
治

体
と
不
動
産
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が

協
力
し
、
工
業
地
帯
を
住
宅
エ

リ
ア
に
変
え
て
行
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
川
沿
い
に
あ
る
す
べ

て
の
賃
貸
ア
パ
ー
ト
は
築
10
年

以
内
と
新
し
く
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
、
ジ
ム
、
プ
ー
ル
、

キ
ッ
ズ
プ
レ
イ
ル
ー
ム
な
ど
、

充
実
し
た
設
備
が
整
っ
て
い
ま

す
。
周
辺
に
は
日
系
ス
ー
パ
ー

の
ミ
ツ
ワ
を
は
じ
め
、
ホ
ー
ル

フ
ー
ズ
、
ト
レ
ー
ダ
ー
ジ
ョ
ー

ズ
が
あ
り
、
買
い
物
に
は
困
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
・
ウ
ォ

ー
ク
ウ
ェ
イ
や
ド
ネ
リ
ー
パ
ー

ク
な
ど
、
自
然
と
触
れ
合
え
る

ス
ポ
ッ
ト
も
豊
富
で
す
。
交
通

ア
ク
セ
ス
も
利
便
性
が
よ
く
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

ウ
ェ
イ
の
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
す

れ
ば
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ハ
ド

ソ
ン
ヤ
ー
ド
ま
で
約
６
分
。
Ｎ

ー
ス
で
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
相
場

の
約
８
割
に
抑
え
ら
れ
て
お

り
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
高
さ
が
魅
力
で
す
。

　

現
在
、
川
沿
エ
リ
ア
で
５
件

の
ア
パ
ー
ト
建
設
が
進
行
中
で

あ
り
、
２
０
２
６
年
中
の
完
成

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
場

の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
改
善
さ
れ

家
賃
水
準
が
落
ち
着
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク　

マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
オ
フ
ィ
ス
／
土
田
英
一

郎
）

Ｊ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
の
バ
ス
で
も

40
分
弱
と
非
常
に
便
利
で
す
。

　

日
本
人
学
校
へ
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
も
運
行
し
て
お
り
、
子
ど

も
連
れ
の
家
庭
に
も
人
気
の
エ

リ
ア
で
す
。
人
気
物
件
の
空
室

率
は
５
％
未
満
と
非
常
に
低
水

準
。
家
賃
は
年
４
％
前
後
の
ペ

進
化
し
続
け
る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・Port Imperial

　

外
務
省
は
27
日
か
ら
、
証
明

の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
導
入
し

て
い
る
在
外
公
館
に
お
い
て
、

電
子
化
し
た
証
明
書
（
ｅ
ー
証

明
書
）
に
よ
る
在
留
証
明
の
発

給
を
開
始
す
る
。こ
れ
ま
で
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
ま
た
は
窓
口

申
請
の
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い

て
も
、
紙
媒
体
の
在
留
証
明
書

を
在
外
公
館
の
窓
口
で
交
付
し

て
い
た
が
、
今
後
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
の
際
に
ｅ
ー
証
明
書

に
よ
る
交
付
を
選
択
し
た
場
合

に
は
、
ｅ
ー
証
明
書
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
受
け
取
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

在
留
証
明
書
交
付

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:matsuzaki@able-global.com
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

1. 日本の大学との違い（２）

　

先
月
か
ら
は
米
国
の
大
学
進

学
を
テ
ー
マ
に
連
載
し
て
い
ま

す
。
前
回
は
米
国
の
大
学
か
日

本
の
大
学
か
の
選
択
に
つ
い

て
、
ど
ん
な
基
準
や
根
拠
に
基

づ
き
決
断
す
れ
ば
良
い
の
か
を

考
察
し
ま
し
た
。
正
し
い
大
学

の
選
択
は
、
本
人
の
言
語
力
や

専
門
性
を
ど
れ
だ
け
重
視
し
た

い
か
と
い
う
将
来
の
方
向
性
を

明
確
に
し
て
く
れ
ま
す
。
今
回

は
米
国
生
ま
れ
米
国
育
ち
で
、

ご
本
人
の
ル
ー
ツ
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
探
究
し
、
ま
た

日
本
語
強
化
を
達
成
す
る
た
め

に
日
本
の
大
学
に
進
学
さ
れ
た

方
の
経
験
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
本
で
実
感
し
た
自
分
の
価
値

観
　

米
国
生
ま
れ
の
Ａ
さ
ん
は
、

幼
少
の
頃
３
年
ほ
ど
日
本
に
居

住
、
そ
の
後
米
国
に
戻
り
高
３

ま
で
継
続
し
て
現
地
校
に
通
い

ま
し
た
。
母
国
語
は
英
語
で
す

が
、
日
本
語
補
習
校
に
も
通
っ

て
お
り
、あ
る
程
度
話
す
力（
敬

語
は
苦
手
）
と
簡
単
な
読
み
書

き
能
力
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
彼
女
の
日
本
語
は
大
学
レ
ベ

ル
に
は
程
遠
く
、
と
り
あ
え
ず

帰
国
子
女
な
ら
日
本
語
力
が
低

く
て
も
入
学
で
き
る
日
本
の
大

学
に
進
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

ご
自
分
で
も
興
味
深
か
っ
た
の

は
、
や
は
り
ル
ー
ツ
も
見
か
け

も
日
本
人
な
の
で
日
本
人
ら
し

く
振
る
舞
っ
て
い
た
も
の
の
、

内
面
の
考
え
方
が
ど
う
し
て
も

米
国
的
で
、
は
っ
き
り
と
し
た

面
が
出
て
し
ま
っ
た
こ
と
で

す
。
ま
た
米
国
で
は
学
生
ら
は

「
学
ぶ
」
と
い
う
姿
勢
に
真
剣

に
向
き
合
っ
て
い
る
こ
と
を
見

せ
た
い
と
い
う
願
望
が
強
く
、

例
え
ば
教
室
で
一
番
前
の
席
に

座
る
、
自
分
か
ら
発
言
す
る
、

な
ど
生
徒
ら
の
積
極
性
も
高
い

も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
日
本

の
ク
ラ
ス
文
化
は
全
く
逆
で
、

「
自
分
も
同
じ
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
」
と
自
分
自
身
を
抑
制
し

て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
と

言
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
価

値
観
が
違
う
」
経
験
は
多
く
の

帰
国
子
女
、
特
に
海
外
で
長
年

育
っ
た
日
本
人
の
子
女
が
直
面

語
力
は
向
上
し
た
も
の
の
、
そ

の
学
部
の
必
須
を
終
え
る
に
は

至
ら
ず
、
結
局
卒
業
は
あ
き

ら
め
て
米
国
に
帰
国
し
ま
し

た
。
幸
い
、
そ
の
大
学
は
米
国

に
提
携
校
が
あ
り
、
そ
の
大
学

に
転
入
し
て
単
位
を
認
め
て
も

ら
い
卒
業
す
る
こ
と
は
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
彼
女
は
こ
の
経

験
を
「
大
失
敗
。
ま
ず
日
本
語

コ
ー
ス
に
入
り
、
高
度
な
日
本

語
を
習
得
し
て
お
く
べ
き
だ
っ

た
。
ま
た
は
米
国
の
大
学
に
進

学
し
、
１
、２
年
日
本
に
留
学

と
い
う
形
の
ほ
う
が
良
か
っ

た
」
と
後
悔
を
口
に
し
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
言
葉
を
学
ぶ
こ
と

と
、
学
問
を
学
ぶ
こ
と
は
二
つ

の
全
く
違
う
こ
と
で
あ
り
、
彼

女
は
こ
れ
ら
を
混
同
し
同
時
に

学
べ
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で

す
。
こ
の
進
学
は
無
謀
と
言
え

ば
無
謀
で
あ
り
、
大
学
に
お
い

て
専
門
書
を
「
読
み
」、
論
理

を
「
理
解
」
し
、
レ
ポ
ー
ト
や

論
文
を
「
書
く
」
と
い
う
言
語

力
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

総
合
的
判
断
の
重
要
性

　

Ａ
さ
ん
は
日
本
と
米
国
で
の

価
値
観
の
違
い
の
理
解
を
生
か

し
、
現
在
米
国
の
日
本
企
業
で

働
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
異
文

化
経
験
は
全
く
無
駄
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
専
門

的
分
野
の
追
求
は
未
だ
で
き
て

お
ら
ず
、
近
い
将
来
米
国
内
の

大
学
院
へ
進
学
予
定
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
「
大
学

進
学
に
関
し
て
、
あ
の
時
は
感

情
的
に
も
日
本
に
行
く
こ
と
一

択
で
し
た
が
、
今
考
え
る
と
言

語
、
専
門
分
野
、
将
来
の
方
向

性
な
ど
、
す
べ
て
の
要
素
を
総

合
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
重
要

だ
っ
た
と
強
く
感
じ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教

育
博
士
。
日
本
語
・
英
語
共
に

様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記

事
な
ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ

リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど

も
の
教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信

出
版
社
）
な
ど
。

し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
本
語
の
授
業
に
つ
い
て
い
け

な
い

　

さ
て
Ａ
さ
ん
が
在
籍
し
た
の

は
経
済
学
部
で
す
が
、
や
は
り

日
本
語
の
高
度
な
表
現
や
読
み

書
き
が
で
き
な
い
の
は
大
き
な

困
難
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
前

回
言
及
し
ま
し
た
が
、「
学
習

言
語
」
と
は
論
理
的
ま
た
抽
象

的
思
考
を
理
解
し
、
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
な
文
脈
の
読
み
書
き
に
不

自
由
が
な
い
言
語
の
こ
と
を
い

い
、
Ａ
さ
ん
に
と
っ
て
は
英
語

が
そ
の
言
語
で
し
た
。
し
ば
ら

く
し
て
担
当
の
先
生
に
相
談

し
、
教
科
書
や
プ
リ
ン
ト
に
ひ

ら
が
な
を
打
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
課
題
を
少
し
簡
単
な
内
容

に
変
え
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し

た
。
し
か
し
全
て
を
こ
な
す
日

本
語
力
は
足
り
ず
、
結
局
は
外

国
人
留
学
生
の
た
め
の
日
本
語

ク
ラ
ス
に
通
い
な
が
ら
、
あ
と

は
英
語
で
行
わ
れ
る
授
業
等
を

取
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
日
本

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
系
人

会
は
24
日
（
土
）
午
後
６
時
と

７
時
15
分
か
ら
、
ブ
ッ
ク
エ
ン

ド
・
チ
ュ
ー
タ
リ
ン
グ
の
講
師

に
よ
る
2
つ
の
無
料
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
。

　

６
時
か
ら
は
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
受
験

の
た
め
に
知
っ
て
お
く
こ
と
全

て
！
」
と
題
し
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
大
化
す
る

た
め
の
ヒ
ン
ト
、
大
学
受
験
及

び
申
し
込
み
の
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
、
大
学
出
願
プ
ロ
セ
ス
に
関

す
る
そ
の
ほ
か
の
情
報
全
般
を

解
説
。
ま
た
７
時
15
分
か
ら
は

大
学
申
請
時
の
エ
ッ
セ
イ
に
つ

い
て
、
重
要
性
と
プ
ロ
セ
ス

の
過
程
を
現
役
ア
イ
ビ
ー
リ

ー
グ
の
家
庭
教
師
が
最
新
情

報
を
日
本
語
と
米
語
、
両
国

語
で
解
説
す
る
。
申
し
込
み

は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
系

人
会
へ
Ｅ
メ
ー
ル
で
連
絡
。　

jaanjparenting@gmail.com

楽しい
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
ご
存
知
の

よ
う
に
、
こ
の
コ
ラ
ム
で
は

「
今
、
マ
ザ
ー
・
ロ
ー
ド
で
は

何
が
起
き
て
い
る
の
か
！
」
を

毎
月
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
が
―

今
月
ば
か
り
は
、
ま
ず
こ
の
話

か
ら
始
め
な
い
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
！
そ
う
、
ア
リ
ゾ
ナ
州

ル
ー
ト
66
で
開
催
さ
れ
た
「
第

34
回
ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
・
ラ

ン
」
で
す
。
も
う
こ
の
コ
ラ
ム

で
も
過
去
何
度
か
触
れ
て
き
ま

し
た
の
で
「
あ
あ
ー
」
と
思
う

読
者
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
歴
史
、
人
と
の
つ

な
が
り
、
そ
し
て
古
き
良
き
ア

メ
リ
カ
ら
し
い
風
景
と
ク
ル
マ

文
化
が
交
差
す
る
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
や
は
り
年
と
通
し
て
も

特
別
な
存
在
で
す
。
し
か
も
今

回
は
、
私
た
ち
日
本
ル
ー
ト
66

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
来
年
度

１
０
０
周
年
時
の
本
格
参
加
を

見
据
え
た
現
地
視
察
を
行
っ
て

き
ま
し
た
！

　

今
で
こ
そ
「
ア
リ
ゾ
ナ
・
フ

ァ
ン
・
ラ
ン
」
と
い
え
ば
、
春

の
風
物
詩
と
し
て
、
そ
し
て
ル

ー
ト
66
ト
ラ
ベ
ル
シ
ー
ズ
ン
の

始
ま
り
と
し
て
知
ら
れ
る
ル

ー
ト
66
の
名
物
イ
ベ
ン
ト
で

す
が
、
そ
の
始
ま
り
は
と
て

も
さ
さ
や
か
な
も
の
で
し
た
。

１
９
８
７
年
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
の

小
さ
な
町
セ
リ
グ
マ
ン
で
、
床

屋
を
営
む
レ
ジ
ェ
ン
ド
、
ア
ン

ヘ
ル
・
デ
ル
ガ
デ
ィ
ロ
氏
を
中

心
に
、
ご
く
少
人
数
の
仲
間
た

ち
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
目

的
は
た
だ
ひ
と
つ
、「
歴
史
あ

る
ル
ー
ト
66
を
復
活
さ
せ
た

い
」。
そ
の
情
熱
か
ら
ア
リ
ゾ

ナ
歴
史
的
ル
ー
ト
66
協
会
が
誕

生
し
、
や
が
て
州
に
「
ヒ
ス
ト

リ
ッ
ク
・
ル
ー
ト
66
」
と
し
て

正
式
に
認
定
さ
れ
る
ま
で
に
至

っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
快
挙
を

祝
う
べ
く
、「
じ
ゃ
あ
、
お
祭

り
で
も
や
ろ
う
か
！
」
と
始
ま

っ
た
の
が
１
９
８
８
年
の
フ
ァ

ン
ラ
ン
。
た
っ
た
３
日
間
の
イ

ベ
ン
ト
に
１
５
２
台
も
の
車
が

参
加
し
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
知
事
や

ウ
ィ
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
・
ジ
ュ

ニ
ア
ま
で
駆
け
つ
け
る
ほ
ど
の

盛
り
上
が
り
で
し
た
。
そ
こ
か

ら
毎
年
の
恒
例
行
事
と
な
り
、

ル
ー
ト
66
へ
の
愛
情
を
確
か
め

合
う
「
走
る
お
祝
い
」
と
し
て

今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
も
、
い
よ
い
よ

第
36
回
「
フ
ァ
ン
・
ラ
ン
」
の

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
開

催
は
５
月
２
日
（
金
）
か
ら
４

日
（
日
）
の
３
日
間
。
初
日
は

セ
リ
グ
マ
ン
で
の
受
付
と
夜
の

ル
ー
ト
66
走
行
か
ら
始
ま
り
、

翌
朝
に
は
96
歳
に
な
っ
た
ア
ン

ヘ
ル
さ
ん
が
恒
例
の
ス
タ
ー
ト

合
図
を
送
り
ま
し
た
。
今
年
の

目
玉
は
、
キ
ン
グ
マ
ン
に
設
置

さ
れ
た
巨
大
な
ル
ー
ト
66
ド
ラ

イ
ブ
ス
ル
ー
シ
ー
ル
ド
を
通
過

す
る
参
加
車
両
を
、
審
査
員
が

「
全
車
チ
ェ
ッ
ク
」
す
る
新
シ

ス
テ
ム
。
観
覧
エ
リ
ア
も
設
け

ら
れ
、
日
陰
で
ゆ
っ
た
り
と
車

列
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
途
中
、
名
物
の
ロ
ー
ド
サ

イ
ド
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
立
ち
寄
り

も
も
ち
ろ
ん
Ｏ
Ｋ
。
ル
ー
ト
66

ら
し
い
、
の
ん
び
り
と
し
た
時

間
が
流
れ
る
わ
け
で
す
。
土
曜

日
に
は
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・
キ
ン

グ
マ
ン
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
が

ず
ら
り
と
並
ぶ
「
シ
ョ
ー
＆
シ

ャ
イ
ン
・
カ
ー
シ
ョ
ー
」
が
開

催
さ
れ
、
観
覧
無
料
。
日
曜
朝

に
は
、
ル
ー
ト
66
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
を
使
っ
た
地
元
職
人
手
作

り
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
、
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
の
公
園
で
授
与
さ
れ
る

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
式
後
に
は

公
式
フ
ァ
ン
ラ
ン
の
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
、
ト
ポ
ッ
ク
へ
と
車
列
が

進
み
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
記
念
す
べ
き
フ
ァ
ン

ラ
ン
を
、
今
年
は
私
た
ち
日
本

ル
ー
ト
66
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
メ
ン
バ
ー
６
名
で
、
来
年
の

本
格
参
加
に
向
け
て
「
下
見
」

し
て
き
ま
し
た
。
現
地
で
は
、

新
し
い
地
元
の
友
人
が
出
来
、

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
ア
メ
リ

カ
の
ル
ー
ト
66
仲
間
た
ち
と
も

心
温
ま
る
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。国
や
言
葉
の
壁
を
越
え
て
、

ル
ー
ト
66
を
愛
す
る
気
持
ち
で

つ
な
が
る
―
そ
ん
な
喜
び
に
満

ち
た
、充
実
の
３
日
間
で
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
で
は
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
や
抽
選
会
も
あ
り
、
最
後

ま
で
に
ぎ
や
か
。
参
加
者
に
は

２
０
２
６
年
の
ル
ー
ト
66
誕
生

１
０
０
周
年
記
念
の
シ
ー
ル
ド

デ
ザ
イ
ン
に
ち
な
ん
だ
カ
ス
タ

ム
パ
ッ
チ
も
贈
ら
れ
た
よ
う
で

す
。

　

今
年
は
登
録
開
始
と
共
に

６
０
０
件
を
超
え
る
申
し
込
み

が
あ
り
（
参
加
上
限
は
８
５
０

台
）、
そ
の
注
目
度
の
高
さ

が
伺
え
ま
す
。
参
加
し
て
み

た
い
！
と
思
う
方
は
、
来
年

（
２
０
２
６
年
は
記
念
す
べ
き

年
！
）
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
早

め
の
登
録
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

　

走
る
こ
と
、
そ
れ
は
記
憶

を
つ
な
ぐ
こ
と
。
家
族
や
仲

間
、
そ
し
て
何
よ
り
ル
ー
ト
66

へ
の
愛
情
を
一
緒
に
感
じ
る
旅

で
す
。「
フ
ァ
ン
・
ラ
ン
」
は
、

そ
ん
な
優
し
い
想
い
を
乗
せ

て
、
今
年
も
ま
た
「
マ
ザ
ー
・

ロ
ー
ド
」
を
走
り
抜
け
ま
す
。

 　
さ
て
、
ア
リ
ゾ
ナ
で
の
フ
ァ

ン
ラ
ン
が
盛
況
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
た
一
方
、
隣
の
ニ
ュ
ー
メ

キ
シ
コ
州
ア
ル
バ
カ
ー
キ
で

も
、
こ
こ
１
〜
２
か
月
、
ル
ー

ト
66
に
関
連
す
る
様
々
な
動
き

が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の

中
か
ら
注
目
の
４
件
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

■ 

ロ
マ
・
ベ
ル
デ
・
モ
ー
テ
ル
、

つ
い
に
閉
鎖

　

１
９
５
０
年
築
の
ロ
マ
・
ベ

ル
デ
・
モ
ー
テ
ル
が
、
劣
悪
な

住
環
境
と
犯
罪
の
温
床
と
な
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
市
に
よ
っ

て
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
暖
房
や

水
道
が
機
能
せ
ず
、
壁
の
穴
や

カ
ビ
な
ど
問
題
が
山
積
み
で
、

「
人
が
住
む
べ
き
状
態
で
は
な

か
っ
た
」
と
当
局
は
述
べ
て
い

ま
す
。

■ 

テ
ワ
・
ロ
ッ
ジ
、
売
却
へ

　

１
９
４
６
年
開
業
の
テ
ワ
・

ロ
ッ
ジ
が
売
却
に
出
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
家
族
経
営
が
続
い
て

き
た
こ
の
施
設
は
、
２
０
２
６

年
の
ル
ー
ト
66
生
誕
１
０
０
周

年
に
向
け
、
再
活
用
の
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。
治
安
は
改

善
傾
向
に
あ
り
、
今
後
の
展
開

に
注
目
で
す
。

■ 

エ
ル
・
ド
ン
・
モ
ー
テ
ル
、

ブ
テ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
へ

　

１
９
５
０
年
代
の
建
物
、
エ

ル
・
ド
ン
・
モ
ー
テ
ル
が
ブ
テ

ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
へ
と
生
ま
れ
変

わ
る
予
定
で
す
。
新
オ
ー
ナ
ー

は
20
室
を
改
装
し
、
カ
ク
テ
ル

ラ
ウ
ン
ジ
も
併
設
予
定
。
ネ
オ

ン
サ
イ
ン
の
修
復
も
含
ま
れ
て

お
り
、
ル
ー
ト
66
の
風
情
を
残

し
た
魅
力
あ
る
再
生
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

■ 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
よ

う
や
く
前
進

　

西
ア
ル
バ
カ
ー
キ
に
あ
る
ル

ー
ト
66
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

は
、
延
期
と
予
算
超
過
に
悩
ま

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
追
加
予

算
の
承
認
で
よ
う
や
く
部
分
開

館
に
向
け
動
き
出
し
ま
し
た
。

６
月
か
ら
の
一
般
公
開
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
バ
カ
ー
キ
で
も
、
変
化

の
波
は
確
実
に
訪
れ
て
い
ま

す
。
ル
ー
ト
66
の
過
去
を
大
切

に
し
な
が
ら
未
来
へ
つ
な
ぐ
。

そ
の
姿
勢
は
、
私
た
ち
の
歩
み

と
も
重
な
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
そ
れ
で
は
来
月
ま
た
お
目

に
か
か
り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
）

最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

そ
の
21  

：
１
０
０
周
年
に
向
け
て
フ
ァ
ン
・
ラ
ン
現
地
視
察

1
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兵
庫
県
の
北
東
に
位
置
す
る

豊
岡
市
但
東
町
に
あ
る
日
本
・

モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
を
見
学

し
て
き
ま
し
た
。
少
々
不
便
な

場
所
に
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

行
け
て
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

よ
う
や
く
の
訪
問
で
す
。

　

な
ぜ
こ
こ
に
日
本
・
モ
ン
ゴ

ル
民
族
博
物
館
が
あ
る
の
か
と

い
う
と
、
１
９
８
５
年
当
時
、

合
併
前
の
但
東
町
で
は
過
疎
化

の
進
行
を
く
い
と
め
る
た
め
、

都
市
と
農
村
の
交
流
を
図
ろ
う

と
村
お
こ
し
運
動
が
始
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
京
都
・
西
陣
を
支

え
た
特
産
の
絹
織
物
を
運
ん
だ

旧
街
道
を
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

と
表
現
し
、「
但
東
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
計
画
」
と
名
付
け
て
但
東

町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
に
、
大
阪
外
国
語
大
学
（
現

大
阪
大
学
）
モ
ン
ゴ
ル
語
学
科

ゼ
ミ
か
ら
、
但
東
町
の
農
村
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
た

い
と
い
う
申
し
出
が
届
い
た
そ

う
で
す
。
社
会
主
義
体
制
で
あ

っ
た
モ
ン
ゴ
ル
に
、
農
業
支
援

を
目
的
に
交
流
を
図
ろ
う
と
し

て
い
た
学
生
が
、
自
国
の
農
業

を
学
ぶ
た
め
に
リ
サ
ー
チ
し
て

い
た
と
こ
ろ
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

で
村
お
こ
し
」
と
い
う
ワ
ー
ド

に
興
味
を
持
ち
、
ゼ
ミ
生
が
モ

ン
ゴ
ル
へ
行
く
な
ど
交
流
が
行

わ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
短
期

留
学
生
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に

も
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
但

馬
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
を

目
的
に
１
９
９
４
年
に
開
催
さ

れ
た
「
但
馬
・
理
想
の
都
の
祭

典
」
を
契
機
に
、
博
物
館
設
立

の
機
運
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
モ
ン
ゴ
ル
大
使
館

に
勤
務
し
て
い
た
金
津
匡
伸
さ

ん
（
故
人
）
が
講
演
で
但
東
町

を
訪
れ
ま
し
た
。
ソ
連
崩
壊
前

後
の
混
乱
期
に
モ
ン
ゴ
ル
に
駐

在
し
て
い
た
金
津
さ
ん
は
、
貴

重
な
民
族
資
料
が
安
価
で
海
外

に
流
出
す
る
の
を
見
か
ね
、
自

費
で
大
量
の
資
料
を
購
入
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
講
演
を
き
っ

か
け
に
、
モ
ン
ゴ
ル
と
の
交
流

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
た
但
東

町
に
好
意
を
も
っ
た
金
津
さ
ん

は
、
数
千
点
も
の
資
料
を
但
東

町
に
寄
贈
し
、
１
９
９
６
年
に

「
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物

館
」
が
開
館
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
金
津
さ
ん
も
青
森
か

ら
但
東
町
に
移
住
し
、
初
代
館

長
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
す
。

　

同
館
の
前
庭
に
は
、
モ
ン
ゴ

ル
帝
国
創
始
者
の
チ
ン
ギ
ス
・

ハ
ー
ン
を
模
し
た
巨
大
な
騎
馬

像
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
館

内
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
文

化
を
理
解
し
て
い
く
基
礎
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
し
て
、

モ
ン
ゴ
ル
近
代
絵
画
や
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ア
ジ

ア
の
考
古
資
料
、
郷
土
の
文
献
・

民
族
資
料
な
ど
、
約
5
０
０
０　

点
以
上
の
資
料
を
収
集
し
、
収

蔵
し
て
い
ま
す
。
モ
ン
ゴ
ル
民

族
資
料
は
質
・
量
と
も
に
国
内

有
数
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
に
は
増
築
を
行

い
、
文
化
交
流
拠
点
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
し
、

Ａ
棟
の
「
た
ん
と
う
の
森
」、

Ｂ
棟
の
「
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
風

土
・
草
原
の
祈
り
」、
Ｃ
棟
の

「
モ
ン
ゴ
ル
草
原
の
暮
ら
し
と

文
化
」、 

伝
承
文
化
体
験
交
流
館

の
「
山
里
の
暮
ら
し
と
文
化
」

の
4
つ
で
構
成
さ
れ
る
常
設
展

示
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
遊
牧

民
の
移
動
式
住
居
で
あ
る
「
ゲ

ル
」
の
展
示
の
中
へ
入
る
こ
と

も
で
き
、
民
族
衣
装
「
デ
ー
ル
」

の
試
着
体
験
も
で
き
ま
す
。
定

期
的
に
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
視
察

を
受
け
入
れ
た
り
、
文
化
を
深

く
理
解
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
お
り
、
大

相
撲
で
活
躍
す
る
モ
ン
ゴ
ル
出

身
力
士
が
巡
業
の
途
中
、
来
館

し
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。　
　
　
　
　

（
栗
原
祐
司
／
国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

日本・モンゴル
民族博物館

http://www.at-newyork.com/
tel:2122136069
https://x.gd/0uyt2
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EVENT
■ジャパンフェス5/18  10:00-18:00  Park Slope
（518 5th Avenue, Brooklyn）さまざまな日本食
や雑貨、アート、音楽などが楽しめる人気スト
リートフェア。おにぎり、弁当、ラーメン、た
こ焼き、シュークリームなどが出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■ NYメッツと LAドジャースの対戦＝ 5/23～
5/25  Citi Field（41 Seaver Way, Flushing）メモ
リアルデーの週末、メッツのホーム球場シティー
フィールドで、大谷翔平・山本由伸・佐々木朗
希が所属するドジャースと千賀滉大が所属する
メッツの対戦が行われる。23日には、日米の強
い絆を祝うイベント「ジャパニーズ・アンド・
ジャパニーズアメリカン・コミュニティーナイ
ト」も開催。花火も打ち上げられる。スタジア
ム席の特別割引チケットは https://www.gofevo.
com/group/JJANight2025

MUSIC
■木川貴幸ソロリサイタル＝ 5/17  19:00  
Hammond Museum & Japanese Stroll Garden
（28 Deveau Road North Salem）NYを拠点に活
動するピアニスト、木川貴幸のコンサート。ベー
トーベンのピアノソナタ第 17番「テンペスト」、
ショパンのバラード第 1番ト短調、リストの超
絶技巧練習曲第 11番「夕べの調べ」等の名曲
を演奏する。入場料：＄25・63

詳 細 は https://www.hammondmuseum.org/
event-details/taka-kigawa-concert
■ Jオーケストラ・コンサート＝ 7/18　20:00  
Carnegie Hall（57th St. & 7th Ave.）日本の医療
従事者を中心に構成された交響楽団「Jオーケ
ストラ」の NY公演。ドボルザークの交響曲第
9番「新世界より」、ベートベンのピアノ協奏曲
第 5番「皇帝」、エドワード・エルガー作曲の「威
風堂々」を演奏する。指揮者は柳澤寿男、ピア
ノは仲道郁代。入場無料だが要事前予約。
詳 細 は https://www.carnegiehal l .org/
Calendar/2025/07/18/J-Orchestra-0800PM

THEATRE/DANCE 
■成瀬巳喜男監督の作品回顧展「Mikio Naruse: 
The World Betrays Us」 ＝ 6/29 ま で Japan 
Society（333 E 47th St.） ＆ Metrograph（7 
Ludlow St.）成瀬監督の生誕 120周年を記念し、
希少な輸入プリントで上映する。第 1部（5/9
～ 31）は JSにて、第 2部（6/5～ 29）はメト
ログラフにて。女性作家・林芙美子の作品 6作
の映画化作品『浮雲』『晩餐』『雷』『妻』『晩菊』
『放浪者の手帳』等を上映。
詳細は https://japansociety.org/fi lm/、または
https://metrograph.com/

ART
■南依岐（みなみ・いぶき）個展「芸核一
如」＝ 6/28まで　Gallery of Contemporary Art 
(GOCA) by Garde（515 W 23rd St, ）日本と韓
国のルーツを持ち、米国で育った南の作品には
3つの文化の影響が色濃く表れている。タイト
ルの「芸核 (Art Core)」は「一つの作品の中に芸
術の核を見出し、追求し、表現しきる」という
南の創作理念を体現するもの。同展では 3つの
シリーズを展示する。入場無料。
詳細は https://www.goca.gallery/
■アンネ・フランク展＝ 10/30まで　Center 
for Jewish History（15 West 16th St,）詳細は
https://www.annefrankexhibit.org

　

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
で
10
日

開
催
さ
れ
た
米
国
最
大
級
の
ゴ

ス
ペ
ル
の
祭
典
「
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
・
ゴ
ス
ペ
ル
・
フ
ェ
ス

ト
２
０
２
５
」
で
日
本
人
歌

手
『TiA

』
率
い
る
「
サ
ク
ラ
・

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ク
ワ
イ
ア

（Sakura Japanese Choir

）」

が
ク
ワ
イ
ア
枠
の
大
会
決
勝
で

優
勝
の
快
挙
を
果
た
し
た
。

　

大
会
出
場
最
多
人
数
86
人
の

日
本
人
が
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ

と
、
会
場
は
ど
よ
め
き
と
大
歓

声
が
起
き
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

１
９
８
３
年
か
ら
30
年
以
上
続

く
、
米
国
人
で
あ
れ
ば
誰
も
が

知
る
名
門
で
最
大
級
の
ゴ
ス
ペ

ル
イ
ベ
ン
ト
。

　

大
会
後
に
は
、
グ
ラ
ミ
ー
賞

受
賞
の
ヨ
ラ
ン
ダ
・
ア
ダ
ム
ス
、

カ
レ
ン
・
ク
レ
イ
ク
・
シ
ェ
ー

ド
、
ド
リ
ン
ダ
・
ク
ラ
ー
ク
・

コ
ー
ル
、
シ
ャ
ー
リ
ー
・
シ
ー

ザ
ー
ら
錚
々
た
る
世
界
的
有
名

ゴ
ス
ペ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。

　

TiA

は
、
そ
の
伝
統
あ
る
ゴ

ス
ペ
ル
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ン
ペ
テ

ィ
シ
ョ
ン
《
女
性
ソ
ロ
部
門
》

の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
と
《
ク
ワ

イ
ア
部
門
》
で
は
日
本
人
サ
ク

ラ
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ク
ワ
イ

ア
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
出
演
。
見
事
、
日
本
人

ク
ワ
イ
ア
を
優
勝
に
導
い
た
。

　

TiA

は 

「
ひ
と
り
の
力
で
は

優
勝
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
切
な
み
ん
な
一
人
一
人
全
力

で
心
重
ね
て
、
感
謝
と
喜
び
を

伝
え
あ
っ
て
、
日
本
人
ら
し
い

ゴ
ス
ペ
ル
を
賛
美
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
喜
び
を
語
っ

た
。
桜
満
開
の
優
勝
を
も
っ
て

日
本
へ
帰
国
後
、
凱
旋
ラ
イ
ブ

は
10
月
10
日
（
金
）
東
京
Ｆ
Ｍ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。

サクラサク！優勝

日
本
人
ゴ
ス
ペ
ル
快
挙

名
門
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
祭
２
０
２
５

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

TiA

https://shopnyseikatsu.com/
https://hinomaru-limo.com/
https://www.hammondmuseum.org/
https://japansociety.org/fi
https://metrograph.com/
https://www.goca.gallery/
https://www.annefrankexhibit.org
https://www.japanfes.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.gofevo.com/group/JJANight2025
https://www.carnegiehall.org/Calendar/2025/07/18/J-Orchestra-0800PM
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パ
レ
ー
ド
名
誉
会
長
を
務
め

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森

美
樹
夫
大
使
は
「
た
く
さ
ん
の

人
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
、
い

ろ
ん
な
こ
と
を
売
り
込
む
こ
と

が
で
き
た
。
こ
う
い
う
時
代
だ

か
ら
こ
そ
日
本
と
ア
メ
リ
カ
が

近
い
と
こ
ろ
に
い
る
と
い
う
こ

と
を
、
お
互
い
に
文
化
、
経
済
、

人
と
な
り
を
尊
重
し
あ
っ
て
お

互
い
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
く

と
い
う
こ
と
を
こ
う
い
う
形
で

皆
さ
ん
に
広
く
示
せ
て
よ
か
っ

た
」
と
話
し
、
注
目
さ
れ
た
今

年
の
衣
装
に
つ
い
て
は
「
日
米

関
係
を
初
心
に
返
っ
て
考
え

直
し
て
み
る
と
い
う
意
味
で
、

１
８
６
０
年
に
日
本
の
最
初
の

遣
米
使
節
団
が
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
を
パ
レ
ー
ド
し
た
時
に
、
お

そ
ら
く
こ
ん
な
格
好
を
し
て
い

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ

と
で
初
心
に
戻
る
出
で
立
ち
に

し
た
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ

ム
ズ
紙
に
今
年
の
訪
れ
る
べ
き

52
都
市
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
富

山
市
も
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
、

来
米
し
た
藤
井
裕
久
市
長
が
富

山
城
の
城
主
だ
っ
た
「
佐
々
成

政
」
の
甲
冑
を
模
し
た
衣
装
で

登
場
。「
富
山
県
富
山
市
を
直

接
Ｐ
Ｒ
で
き
て
よ
か
っ
た
。『
お

わ
ら
風
の
盆
』
は
、
３
０
０
数

十
年
の
歴
史
が
あ
る
。
台
風
か

ら
稲
を
守
る
と
い
う
精
神
文
化

も
伝
え
て
い
き
た
い
と
同
時

に
、
ぜ
ひ
富
山
に
来
て
、
白
え

び
、
ぶ
り
、
ホ
タ
ル
イ
カ
、
お

米
、
お
酒
な
ど
美
味
し
い
も
の

を
ど
ん
ど
ん
召
し
上
が
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
の
マ
ス
コ
ッ
ト
、
ミ
ャ
ク

ミ
ャ
ク
を
手
に
、
１
８
６
０
年
の
遣
米
使
節
団

に
あ
や
か
っ
た
和
装
で
パ
レ
ー
ド
す
る
森
大
使

武者装束でパレードする藤井富山市長

森
大
使
は
日
米
交
流
の
原
点
衣
装
で

藤
井
富
山
市
長
は
観
光
誘
致
Ｐ
Ｒ

摩
天
楼
に
響
い
た
「
お
わ
ら
風
の
盆
」

進撃の巨人 ザ・
ミュージカル

オ
ー
プ
ン
カ
ー
の
上
か
ら
手
を
振
る
山
本
さ
ん
（Photo: M

asahiko N
oguchi

）

◀演技を披露する
進撃の巨人メンバー
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